
海外展開ハンズオン支援のご案内

※ 現地同行については、所定の審査があります。同行時の通訳・車両手配は中小機構が実施し、費用を負担します。企業側メ
ンバーの往復航空券、ホテル宿泊費等はご負担いただきます.2022年5月1日現在、新型コロナウイルス感染拡大の影響を鑑
み、支援企業及び関係者の健康・安全面を第一に考慮し、現地同行に関しては当面見合わせています。

独立行政法人中小企業基盤整備機構 沖縄事務所
Tel：098-859-7566
https://www.smrj.go.jp/regional_hq/okinawa/index.html

お申込みは
こちら

御社の海外輸出、
お手伝いします！

お気軽に
お問い合わせ
ください！

海外は全くの素人。
何から始めたらいいの？

海外向けホームページ
を制作したいけど…

どの国なら進出
しやすいのだろう…？

現地の税務、法令、規制

について知りたい！

輸出の実務で
気を付けるポイントは？

¥0 無料で何度でも
利用OK 対面、電話、メール、

オンラインでご相談対応

現地の情報、リスク管理、戦略や計画の策定・・・さまざまな疑問にお答えします

ノウハウ伝授に留まらず、企業の自立・成長を目指してサポート

計画の策定から、現地への同行※、アフターフォローまでトータルでお手伝い

Webマッチング、オンライン商談会、越境ECなどもご利用いただけます

ぜひ中小機構にご相談ください！
経営目線で、ベストな解決方法をご提案

新規輸出１万者支援
プログラム始動！
新規輸出１万者支援
プログラム始動！

令
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3
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発
行
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毎
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1
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日
発
行
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発
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壺屋やちむん通り
今月のカバー

24pにて店舗紹介しています。

2 23

永年勤続優良従業員
表彰式を開催!

特集
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新会館「中小企業振興会館」建設
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新型コロナに関する相談窓口・融資・補助金等のお知らせ
女性会だより「明星」
ハイサイ！那覇青年部
会員企業のPR掲示板「私たちの会社」

企業防衛の決定版！「業務災害補償プラン」
潮流を読む 「新NISAによる資産所得倍増への期待と課題」
低廉な保険料でご加入いただける、会員のための商工会議所保険制度
沖縄科学技術大学院大学 OIST
レアアース採掘で熱帯噴出孔の重要性を考慮しなければならない理由

魅力あるラビリンスタウン
三山統一の起点 島添大里グスク
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永年勤続優良従業員表彰式を開催!

◎令和4年度春の特別講演会
　「心のバトンパス ～チームワークとコミュニケーションの重要性～」
◎経営者事業承継フォーラム「M&Aはじめの一歩」開催
◎商工会議所の活用術セミナーを開催
◎中小デジタル化支援ポータル「みらデジ」を活用した中小企業DX支援について
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那
覇
商
工
会
議
所
で
は
、会
員
事
業
所
で
永
年
に
わ
た
る
勤
続
を
通
じ
、今
日
ま
で
事
業
所

の
繁
栄
と
地
域
経
済
の
発
展
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
従
業
員
の
功
労
を
讃
え
る「
永
年
勤
続
優

良
従
業
員
表
彰
」を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

氏　名 勤続年数 事 業 所 名

43

41

40

40

40

39

39

38

38

38

37

37

37

36

36

35

35

34

34

34

34

33

33

33

33

33

32

32

32

32

32

32

32

32

西日本高速道路総合サービス沖縄　株式会社

株式会社 国際ビル産業

一般財団法人 沖縄電気保安協会

一般財団法人 沖縄電気保安協会

西日本高速道路総合サービス沖縄 株式会社

沖縄ビル・メンテナンス 株式会社

株式会社 琉球銀行

株式会社 沖縄銀行

沖縄ビル・メンテナンス 株式会社

株式会社 リウボウ商事

オキコ 株式会社

株式会社 沖縄銀行

金秀商事 株式会社

おきぎん証券 株式会社

金秀商事 株式会社

沖縄郵便逓送 株式会社

沖縄ロジテム 株式会社

おきぎん証券 株式会社

公益財団法人 沖縄県学校給食会

沖縄郵便逓送 株式会社

株式会社 琉民

一般財団法人 沖縄電気保安協会

有限会社 喜屋武商店

株式会社 国際旅行社

大同火災海上保険 株式会社

株式会社 沖電工

沖電企業 株式会社

沖縄電力 株式会社

沖縄電力 株式会社

株式会社 沖縄特電

共和産業 株式会社

琉球大洋 株式会社

株式会社 琉民

株式会社 沖電工

金城　善正

前田　辰彦

大城　紀夫

島袋　徳和

桃原　彰

屋嘉部　愛彦

仲村　真由美

桃原　裕子

照屋　シゲ子

上原　孝子

仲村　政幸

平良　美和子

新垣　美枝子

金城　武吉

城間　美砂子

我喜屋　宗朝

備瀬　司

山城　成康

上江田　昇

宮城　ひとみ

當間　みどり

仲里　博一

平尾　喜美枝

與座　三磨子

比嘉　敬子

久高　将加通

前原　旬

石川　徹也

浦本　克彦

金城　聖作

武島　弘明

岸本　純子

眞榮城　礼子

比嘉　篤子

氏　名 勤続年数 事 業 所 名

31

31

31

31

30

30

30

30

30

30

30

30

29

29

29

29

29

29

29

28

28

28

28

28

28

27

27

27

27

27

27

27

27

26

株式会社 トクシュ

株式会社 リウボウインダストリー

株式会社 リウボウインダストリー

琉球大洋 株式会社

株式会社 沖縄特電

株式会社 国建

株式会社 国建

大同火災海上保険 株式会社

株式会社 リウコム

株式会社 琉球銀行

株式会社 りゅうせき建設

ロワジールホテル＆スパタワー那覇

株式会社 沖縄エジソン

株式会社 沖縄海邦銀行

株式会社 沖縄海邦銀行

株式会社 国際旅行社

南西海運 株式会社

ヒルター工業 株式会社

琉球海運 株式会社

株式会社 沖縄エジソン

公益財団法人 沖縄県学校給食会

合資会社 沖縄時事出版

株式会社 産経運輸

株式会社 トクシュ

ロワジールホテル＆スパタワー那覇

株式会社 西筋総合設計

株式会社 沖創工

公益社団法人 沖縄県トラック協会

沖縄プラント工業 株式会社

沖縄プラント工業 株式会社

株式会社 那覇電工

有限会社 野原総合計算センター

株式会社 リウコム

株式会社 沖創工

金城　重幸

我謝　浩文

新垣　司

小波津　勉

田前　義竜

金城　秀幸

照屋　勝秀

宇座　美寿江

伊是名代利子

比嘉　美奈子

八幡　和幸

石川　広美

具志堅　弘

加屋本　利江

根間　有子

仲地　栄子

手登根　徹

金城　礼子

塩川　勲

前川　直紀

新崎　忠光

高江洲　靖

山城　秀輝

又吉　保浩

仲地　和輝

玉城　教光

西銘　恵三

當真　直美

金城　秀

新垣　直人

城間　安徹

比嘉　あゆみ

阿波根　貴美

徳松　洋

令和4年度（第56回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者令和4年度（第56回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者おめでとうございます

1 5年以上～2 0年未満
2 0年以上～3 0年未満
3 0年以上～4 0年未満
4 0年以上
　　　　合計

74名
80名
41名
5名

200名

受賞者の内訳

　
令
和
５
年
２
月
24
日（
金
）、沖
縄
ハ
ー
バ
ー

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
、令
和
４
年
度（
第
56
回
）永
年

勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
感
染
症
対
策
実
施
の
も
と
開
催
さ
れ
た
本
表

彰
式
に
は
、受
賞
者
を
は
じ
め
と
す
る
、多
く
の
関

係
者
が
出
席
し
、受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、会
員
企
業
の
優
良
な
永
年
勤
続
従

業
員
を
選
抜
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、斯
業
に
精

励
し
企
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
て
お
り
、永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
要

綱
第
６
条
に
基
づ
く
表
彰
審
査
委
員
会
に
お
い

て
、勤
続
43
年
を
筆
頭
に
２
０
０
名
の
受
賞
者
が

決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
冒
頭
、那
覇
商
工
会
議
所
の
上
間
優 

副
会
頭

か
ら
受
賞
者
の
皆
さ
ま
に
祝
意
を
表
す
る
と
と
も

に「
こ
の
度
、永
年
勤
続
優
良
従
業
員
と
し
て
栄

え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
皆
様
、誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。各
職
場
に
お
い
て
、長
き
に
わ

た
り
他
の
模
範
と
な
り
仕
事
を
続
け
る
こ
と
は
、

強
い
意
志
と
弛
ま
ぬ
努
力
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、今
回
の
栄
え
あ
る
受
賞
を
機
に
さ

ら
に
研
鑽
を
積
ま
れ
、企
業
の
繁
栄
と
地
域
社
会
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。」と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、福
治
嗣
夫
専
務
理
事
か
ら「
審
査
の
結

果
、受
賞
者
数
２
０
０
名（
男
性
１
４
６
名
、女
性

54
名
）、勤
続
年
数
別
で
は
、15
年
以
上
〜
20
年
未

満
が
74
名
、20
年
以
上
〜
30
年
未
満
が
80
名
、30
年

以
上
〜
40
年
未
満
が
41
名
、40
年
以
上
が
５
名
で

あ
る
。」と
審
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
は
、玉
城
デ
ニ
ー 

沖
縄
県
知
事（
砂

川
健 

商
工
労
働
部 
産
業
雇
用
統
括
監 

代
読
）、

知
念
覚 

那
覇
市
長（
古
謝
玄
太 
副
市
長 

代
読
）、

田
中
愛
智
朗 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
か
ら
心
温
ま

る
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
受
章
者
を
代
表
し
て
、勤
続
43
年
の
金
城
善
正

さ
ん（
西
日
本
高
速
道
路
総
合
サ
ー
ビ
ス
沖
縄

（
株
））は
、「
こ
れ
ま
で
永
き
に
亘
り
勤
め
さ
せ
て
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
歴
代
の
役
員
は
じ
め

上
司
、同
僚
の
ご
指
導
、ご
支
援
の
賜
で
あ
り
、な
に

よ
り
も
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
心
よ
り
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
栄
え
あ
る
受
賞
者
は
、次
の
通
り
。

令和4年度
（第56回）

勤
続
43
年
を
筆
頭
に
2
0
0
名
を
表
彰

永
年
勤
続
優
良
従
業
員

表
彰
式
を
開
催
!

受賞された皆様へ那覇商工会議所役員より表彰状の授与を行いました

会場の様子 受賞者挨拶を述べる金城 善正 氏
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業
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33
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32

32
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西日本高速道路総合サービス沖縄　株式会社

株式会社 国際ビル産業

一般財団法人 沖縄電気保安協会

一般財団法人 沖縄電気保安協会

西日本高速道路総合サービス沖縄 株式会社

沖縄ビル・メンテナンス 株式会社

株式会社 琉球銀行

株式会社 沖縄銀行

沖縄ビル・メンテナンス 株式会社

株式会社 リウボウ商事

オキコ 株式会社

株式会社 沖縄銀行

金秀商事 株式会社

おきぎん証券 株式会社

金秀商事 株式会社

沖縄郵便逓送 株式会社

沖縄ロジテム 株式会社

おきぎん証券 株式会社

公益財団法人 沖縄県学校給食会

沖縄郵便逓送 株式会社

株式会社 琉民

一般財団法人 沖縄電気保安協会

有限会社 喜屋武商店

株式会社 国際旅行社

大同火災海上保険 株式会社

株式会社 沖電工

沖電企業 株式会社

沖縄電力 株式会社

沖縄電力 株式会社

株式会社 沖縄特電

共和産業 株式会社

琉球大洋 株式会社

株式会社 琉民

株式会社 沖電工

金城　善正

前田　辰彦

大城　紀夫

島袋　徳和

桃原　彰

屋嘉部　愛彦

仲村　真由美

桃原　裕子

照屋　シゲ子

上原　孝子

仲村　政幸

平良　美和子

新垣　美枝子

金城　武吉

城間　美砂子

我喜屋　宗朝

備瀬　司

山城　成康

上江田　昇

宮城　ひとみ

當間　みどり

仲里　博一

平尾　喜美枝

與座　三磨子

比嘉　敬子

久高　将加通

前原　旬

石川　徹也

浦本　克彦

金城　聖作

武島　弘明

岸本　純子

眞榮城　礼子

比嘉　篤子

氏　名 勤続年数 事 業 所 名

31

31

31

31

30

30

30

30

30

30

30

30

29

29

29

29

29

29

29

28

28

28

28

28

28

27

27

27

27

27

27

27

27

26

株式会社 トクシュ

株式会社 リウボウインダストリー

株式会社 リウボウインダストリー

琉球大洋 株式会社

株式会社 沖縄特電

株式会社 国建

株式会社 国建

大同火災海上保険 株式会社

株式会社 リウコム

株式会社 琉球銀行

株式会社 りゅうせき建設

ロワジールホテル＆スパタワー那覇

株式会社 沖縄エジソン

株式会社 沖縄海邦銀行

株式会社 沖縄海邦銀行

株式会社 国際旅行社

南西海運 株式会社

ヒルター工業 株式会社

琉球海運 株式会社

株式会社 沖縄エジソン

公益財団法人 沖縄県学校給食会

合資会社 沖縄時事出版

株式会社 産経運輸

株式会社 トクシュ

ロワジールホテル＆スパタワー那覇

株式会社 西筋総合設計

株式会社 沖創工

公益社団法人 沖縄県トラック協会

沖縄プラント工業 株式会社

沖縄プラント工業 株式会社

株式会社 那覇電工

有限会社 野原総合計算センター

株式会社 リウコム

株式会社 沖創工

金城　重幸

我謝　浩文

新垣　司

小波津　勉

田前　義竜

金城　秀幸

照屋　勝秀

宇座　美寿江

伊是名代利子

比嘉　美奈子

八幡　和幸

石川　広美

具志堅　弘

加屋本　利江

根間　有子

仲地　栄子

手登根　徹

金城　礼子

塩川　勲

前川　直紀

新崎　忠光

高江洲　靖

山城　秀輝

又吉　保浩

仲地　和輝

玉城　教光

西銘　恵三

當真　直美

金城　秀

新垣　直人

城間　安徹

比嘉　あゆみ

阿波根　貴美

徳松　洋

令和4年度（第56回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者令和4年度（第56回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者おめでとうございます

1 5年以上～2 0年未満
2 0年以上～3 0年未満
3 0年以上～4 0年未満
4 0年以上
　　　　合計

74名
80名
41名
5名

200名

受賞者の内訳

　
令
和
５
年
２
月
24
日（
金
）、沖
縄
ハ
ー
バ
ー

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
、令
和
４
年
度（
第
56
回
）永
年

勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
感
染
症
対
策
実
施
の
も
と
開
催
さ
れ
た
本
表

彰
式
に
は
、受
賞
者
を
は
じ
め
と
す
る
、多
く
の
関

係
者
が
出
席
し
、受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。

　
本
表
彰
は
、会
員
企
業
の
優
良
な
永
年
勤
続
従

業
員
を
選
抜
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、斯
業
に
精

励
し
企
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
て
お
り
、永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表
彰
要

綱
第
６
条
に
基
づ
く
表
彰
審
査
委
員
会
に
お
い

て
、勤
続
43
年
を
筆
頭
に
２
０
０
名
の
受
賞
者
が

決
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
冒
頭
、那
覇
商
工
会
議
所
の
上
間
優 

副
会
頭

か
ら
受
賞
者
の
皆
さ
ま
に
祝
意
を
表
す
る
と
と
も

に「
こ
の
度
、永
年
勤
続
優
良
従
業
員
と
し
て
栄

え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
皆
様
、誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。各
職
場
に
お
い
て
、長
き
に
わ

た
り
他
の
模
範
と
な
り
仕
事
を
続
け
る
こ
と
は
、

強
い
意
志
と
弛
ま
ぬ
努
力
を
必
要
と
す
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、今
回
の
栄
え
あ
る
受
賞
を
機
に
さ

ら
に
研
鑽
を
積
ま
れ
、企
業
の
繁
栄
と
地
域
社
会
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま

す
。」と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
次
に
、福
治
嗣
夫
専
務
理
事
か
ら「
審
査
の
結

果
、受
賞
者
数
２
０
０
名（
男
性
１
４
６
名
、女
性

54
名
）、勤
続
年
数
別
で
は
、15
年
以
上
〜
20
年
未

満
が
74
名
、20
年
以
上
〜
30
年
未
満
が
80
名
、30
年

以
上
〜
40
年
未
満
が
41
名
、40
年
以
上
が
５
名
で

あ
る
。」と
審
査
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
祝
辞
で
は
、玉
城
デ
ニ
ー 

沖
縄
県
知
事（
砂

川
健 

商
工
労
働
部 

産
業
雇
用
統
括
監 

代
読
）、

知
念
覚 

那
覇
市
長（
古
謝
玄
太 

副
市
長 

代
読
）、

田
中
愛
智
朗 

沖
縄
総
合
事
務
局
長
か
ら
心
温
ま

る
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　
受
章
者
を
代
表
し
て
、勤
続
43
年
の
金
城
善
正

さ
ん（
西
日
本
高
速
道
路
総
合
サ
ー
ビ
ス
沖
縄

（
株
））は
、「
こ
れ
ま
で
永
き
に
亘
り
勤
め
さ
せ
て
頂

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
歴
代
の
役
員
は
じ
め

上
司
、同
僚
の
ご
指
導
、ご
支
援
の
賜
で
あ
り
、な
に

よ
り
も
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
心
よ
り
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
栄
え
あ
る
受
賞
者
は
、次
の
通
り
。

令和4年度
（第56回）

勤
続
43
年
を
筆
頭
に
2
0
0
名
を
表
彰

永
年
勤
続
優
良
従
業
員

表
彰
式
を
開
催
!

受賞された皆様へ那覇商工会議所役員より表彰状の授与を行いました

会場の様子 受賞者挨拶を述べる金城 善正 氏
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氏　名 勤続年数 事 業 所 名

19

19

19

19

18

18

18

18

18

18

18

18

18

18

18

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

16

16

16

16

16

16

16

株式会社 かりゆし

株式会社 きらり電設

株式会社 国際ビル産業

株式会社 大米建設

株式会社 沖創建設

株式会社 沖創建設

株式会社 沖縄環境保全研究所

株式会社 沖縄学販

沖縄製油 株式会社

有限会社 沖縄長生薬草本社

有限会社 沖縄長生薬草本社

那覇バス 株式会社

株式会社 南都

まさひろ酒造 株式会社

株式会社 りゅうぎんディーシー

株式会社 イーエーシー

株式会社 西筋総合設計

沖縄ガスリビング 株式会社

沖縄ビル管理 株式会社

光文堂コミュニケーションズ 株式会社

光文堂コミュニケーションズ 株式会社

拓南製鐵 株式会社

株式会社 東町自動車サービス

琉球協同飼料 株式会社

琉球協同飼料 株式会社

株式会社 りゅうぎんディーシー

ＯＣＨ 株式会社

ＯＣＨ 株式会社

沖縄県漁業協同組合連合会

沖縄県漁業協同組合連合会

株式会社 沖縄債権回収サービス

沖縄製油 株式会社

株式会社 沖縄日本管財

與那覇　旭

内間　涼子

上原　辰彦

高良　綾

眞榮里　朋枝

角野　功

西垣　孝治

宮城　大輔

詫广　大輔

名嘉山　国彦

新川　巌

上地　一也

又吉　和美

新城　安恒

大城　葉月

袰岩　淳子

親川　和史

國場　隼人

國場　菜々美

山口　美也子

金城　善仁

盛島　守礼

金城　智久

與座　嘉浩

金城　美玲

真喜志　ゆかり

又吉　大輔

黒沼　大祐

與那嶺　大輝

石川　毅

當山　民好

久志　貴博

平良　文一

氏　名 勤続年数 事 業 所 名

16

16

16

16

16

16

16

16

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

沖縄荷役サービス 株式会社

沖縄ハーバービューホテル

沖縄ユアサ電池販売 株式会社

有限会社 昭進汽船

株式会社 総合資材

株式会社 都市建築設計

有限会社 リケンオキナワ

株式会社 琉球リース

株式会社 ＩＭＩ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

株式会社 ＩＭＩ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

株式会社 ＩＭＩ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

ＦＲＴ 株式会社

沖縄日下部産業 株式会社

株式会社 沖縄債権回収サービス

株式会社 沖縄ダイケン

株式会社 沖縄ダイケン

株式会社 沖縄物産企業連合

株式会社 鏡原組

ザ・テラスホテルズ 株式会社

ザ・テラスホテルズ 株式会社

ザ・テラスホテルズ 株式会社

有限会社 スタプランニング

株式会社 総合資材

株式会社 大興鋼業

株式会社 大興鋼業

大晋建設 株式会社

拓南本社 株式会社

大鏡建設 株式会社

大鏡建設 株式会社

株式会社 都市建築設計

株式会社 野原建設

株式会社 東町自動車サービス

ヤシマ工業 株式会社

石川　哲英

吉原　淳平

大城　智子

池村　浩昭

八巻　めぐみ

新垣　泰

上地　和寿

島袋　貴正

山川　佳織

比嘉　哲治

松川　美佐子

與那嶺　郁子

下里　恒雅

高橋　貴子

東崎原　悟

大城　幸也

池原　江里子

屋比久　勉

加島　聡

比嘉　直美

宮城　修治

赤嶺　昇吾

銘苅　朝秀

瀬長　忠

知花　聡

金城　達也

花城　可人

新垣　政也

島尻　早人

上地　知巳

上地　博明

安里　千春

崎原　雅之

令和4年度（第56回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者令和4年度（第56回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者おめでとうございます

氏　名 勤続年数 事 業 所 名

26

26

26

26

26

25

25

25

25

25

25

25

25

24

24

24

24

24

24

23

23

23

23

23

23

22

22

22

22

22

22

22

22

沖電開発 株式会社

有限会社 喜屋武商店

琉球日産自動車 株式会社

株式会社 ワールドアカデミー沖縄

株式会社 ワールドアカデミー沖縄

ＯＴＮｅｔ 株式会社

金秀ホールディングス 株式会社

第一総業 株式会社

株式会社 那覇電工

南西海運 株式会社

有限会社 野原総合計算センター

三善建設 株式会社

琉球日産自動車 株式会社

沖電開発 株式会社

共和産業 株式会社

株式会社 総合ビル管理

第一総業 株式会社

株式会社 南都

三善建設 株式会社

沖電企業 株式会社

株式会社 宣伝

株式会社 宣伝

那覇空港ビルディング 株式会社

那覇空港ビルディング 株式会社

ヤシマ工業 株式会社

株式会社 オカノ

株式会社 沖縄学販

沖縄ツーリスト 株式会社

沖縄ツーリスト 株式会社

沖縄都市モノレール 株式会社

金秀ホールディングス 株式会社

株式会社 かりゆし

株式会社 太閤建設

小嶺　達也

新里　郁男

比嘉　幹人

大城　辰雄

堀内　こずえ

本永　治

玉城　聖吾

當山　清一

上原　康史

長崎　寿

棚原　博一

呉屋　匡樹

山川　哲治

棚原　直彦

山里　洋樹

玉城　達也

山内　淳也

新城　均也

渡名喜　祐二

東　英男

翁長　竜大

吉川　英樹

新垣　清美

国頭　貞雄

古謝　みゆき

川満　亮

仲間　和枝

今田　剛至

赤嶺　顕二郎

神谷　真司

當間　淳

古波蔵　卓民

新城　晃

氏　名 勤続年数 事 業 所 名

22

22

22

22

22

22

22

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

20

20

20

20

20

20

20

19

19

19

19

19

19

19

19

拓南製鐵 株式会社

丸正印刷 株式会社

丸正印刷 株式会社

株式会社 みなと食品沖縄

株式会社 みなと食品沖縄

株式会社 金城キク建設

株式会社 金城キク建設

沖縄ガス 株式会社

沖縄港運 株式会社

沖縄港運 株式会社

沖縄港運 株式会社

合資会社 沖縄時事出版

沖縄バス 株式会社

沖縄バス 株式会社

株式会社 興洋電子

有限会社 昭進汽船

日乃出鉄工 株式会社

株式会社 リウボウ商事

ＦＲＴ 株式会社

株式会社 おきぎんジェーシービー

株式会社 沖縄建設新聞

沖縄都市モノレール 株式会社

株式会社 沖縄日本管財

久米島製糖 株式会社

久米島製糖 株式会社

株式会社 イーエーシー

株式会社 おきぎんジェーシービー

株式会社 沖縄環境保全研究所

公益社団法人 沖縄県トラック協会

沖縄テクノクリート 株式会社

沖縄テクノクリート 株式会社

沖縄ビル管理 株式会社

沖縄ユアサ電池販売 株式会社

島袋　正樹

比嘉　秀智

東恩納　克也

大城　有子

米蔵　一

宮城　泰成

真喜志　潤

福村　嗣一

知念　良高

榮野比　匡

又吉　琢磨

光　なぎさ

新城　保則

比嘉　るみ子

西平　将

濱川　和彦

宮城　良行

城間　亮

伊地　秀男

浜本　京子

備瀬　秀子

宮城　広幸

金城　京子

大城　佳典

平田　政健

青柳　克

大浦　美貴

角　一人

比嘉　日奈子

外間　光男

松田　圭司

渡　健史

仲宗根　大剛

令和4年度（第56回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者令和4年度（第56回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者おめでとうございます
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氏　名 勤続年数 事 業 所 名

19

19

19

19

18

18

18

18

18

18

18

18

18

18

18

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

17

16

16

16

16

16

16

16

株式会社 かりゆし

株式会社 きらり電設

株式会社 国際ビル産業

株式会社 大米建設

株式会社 沖創建設

株式会社 沖創建設

株式会社 沖縄環境保全研究所

株式会社 沖縄学販

沖縄製油 株式会社

有限会社 沖縄長生薬草本社

有限会社 沖縄長生薬草本社

那覇バス 株式会社

株式会社 南都

まさひろ酒造 株式会社

株式会社 りゅうぎんディーシー

株式会社 イーエーシー

株式会社 西筋総合設計

沖縄ガスリビング 株式会社

沖縄ビル管理 株式会社

光文堂コミュニケーションズ 株式会社

光文堂コミュニケーションズ 株式会社

拓南製鐵 株式会社

株式会社 東町自動車サービス

琉球協同飼料 株式会社

琉球協同飼料 株式会社

株式会社 りゅうぎんディーシー

ＯＣＨ 株式会社

ＯＣＨ 株式会社

沖縄県漁業協同組合連合会

沖縄県漁業協同組合連合会

株式会社 沖縄債権回収サービス

沖縄製油 株式会社

株式会社 沖縄日本管財

與那覇　旭

内間　涼子

上原　辰彦

高良　綾

眞榮里　朋枝

角野　功

西垣　孝治

宮城　大輔

詫广　大輔

名嘉山　国彦

新川　巌

上地　一也

又吉　和美

新城　安恒

大城　葉月

袰岩　淳子

親川　和史

國場　隼人

國場　菜々美

山口　美也子

金城　善仁

盛島　守礼

金城　智久

與座　嘉浩

金城　美玲

真喜志　ゆかり

又吉　大輔

黒沼　大祐

與那嶺　大輝

石川　毅

當山　民好

久志　貴博

平良　文一

氏　名 勤続年数 事 業 所 名

16

16

16

16

16

16

16

16

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

沖縄荷役サービス 株式会社

沖縄ハーバービューホテル

沖縄ユアサ電池販売 株式会社

有限会社 昭進汽船

株式会社 総合資材

株式会社 都市建築設計

有限会社 リケンオキナワ

株式会社 琉球リース

株式会社 ＩＭＩ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

株式会社 ＩＭＩ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

株式会社 ＩＭＩ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

ＦＲＴ 株式会社

沖縄日下部産業 株式会社

株式会社 沖縄債権回収サービス

株式会社 沖縄ダイケン

株式会社 沖縄ダイケン

株式会社 沖縄物産企業連合

株式会社 鏡原組

ザ・テラスホテルズ 株式会社

ザ・テラスホテルズ 株式会社

ザ・テラスホテルズ 株式会社

有限会社 スタプランニング

株式会社 総合資材

株式会社 大興鋼業

株式会社 大興鋼業

大晋建設 株式会社

拓南本社 株式会社

大鏡建設 株式会社

大鏡建設 株式会社

株式会社 都市建築設計

株式会社 野原建設

株式会社 東町自動車サービス

ヤシマ工業 株式会社

石川　哲英

吉原　淳平

大城　智子

池村　浩昭

八巻　めぐみ

新垣　泰

上地　和寿

島袋　貴正

山川　佳織

比嘉　哲治

松川　美佐子

與那嶺　郁子

下里　恒雅

高橋　貴子

東崎原　悟

大城　幸也

池原　江里子

屋比久　勉

加島　聡

比嘉　直美

宮城　修治

赤嶺　昇吾

銘苅　朝秀

瀬長　忠

知花　聡

金城　達也

花城　可人

新垣　政也

島尻　早人

上地　知巳

上地　博明

安里　千春

崎原　雅之

令和4年度（第56回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者令和4年度（第56回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者おめでとうございます

氏　名 勤続年数 事 業 所 名

26

26

26

26

26

25

25

25

25

25

25

25

25

24

24

24

24

24

24

23

23

23

23

23

23

22

22

22

22

22

22

22

22

沖電開発 株式会社

有限会社 喜屋武商店

琉球日産自動車 株式会社

株式会社 ワールドアカデミー沖縄

株式会社 ワールドアカデミー沖縄

ＯＴＮｅｔ 株式会社

金秀ホールディングス 株式会社

第一総業 株式会社

株式会社 那覇電工

南西海運 株式会社

有限会社 野原総合計算センター

三善建設 株式会社

琉球日産自動車 株式会社

沖電開発 株式会社

共和産業 株式会社

株式会社 総合ビル管理

第一総業 株式会社

株式会社 南都

三善建設 株式会社

沖電企業 株式会社

株式会社 宣伝

株式会社 宣伝

那覇空港ビルディング 株式会社

那覇空港ビルディング 株式会社

ヤシマ工業 株式会社

株式会社 オカノ

株式会社 沖縄学販

沖縄ツーリスト 株式会社

沖縄ツーリスト 株式会社

沖縄都市モノレール 株式会社

金秀ホールディングス 株式会社

株式会社 かりゆし

株式会社 太閤建設

小嶺　達也

新里　郁男

比嘉　幹人

大城　辰雄

堀内　こずえ

本永　治

玉城　聖吾

當山　清一

上原　康史

長崎　寿

棚原　博一

呉屋　匡樹

山川　哲治

棚原　直彦

山里　洋樹

玉城　達也

山内　淳也

新城　均也

渡名喜　祐二

東　英男

翁長　竜大

吉川　英樹

新垣　清美

国頭　貞雄

古謝　みゆき

川満　亮

仲間　和枝

今田　剛至

赤嶺　顕二郎

神谷　真司

當間　淳

古波蔵　卓民

新城　晃

氏　名 勤続年数 事 業 所 名

22

22

22

22

22

22

22

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

20

20

20

20

20

20

20

19

19

19

19

19

19

19

19

拓南製鐵 株式会社

丸正印刷 株式会社

丸正印刷 株式会社

株式会社 みなと食品沖縄

株式会社 みなと食品沖縄

株式会社 金城キク建設

株式会社 金城キク建設

沖縄ガス 株式会社

沖縄港運 株式会社

沖縄港運 株式会社

沖縄港運 株式会社

合資会社 沖縄時事出版

沖縄バス 株式会社

沖縄バス 株式会社

株式会社 興洋電子

有限会社 昭進汽船

日乃出鉄工 株式会社

株式会社 リウボウ商事

ＦＲＴ 株式会社

株式会社 おきぎんジェーシービー

株式会社 沖縄建設新聞

沖縄都市モノレール 株式会社

株式会社 沖縄日本管財

久米島製糖 株式会社

久米島製糖 株式会社

株式会社 イーエーシー

株式会社 おきぎんジェーシービー

株式会社 沖縄環境保全研究所

公益社団法人 沖縄県トラック協会

沖縄テクノクリート 株式会社

沖縄テクノクリート 株式会社

沖縄ビル管理 株式会社

沖縄ユアサ電池販売 株式会社

島袋　正樹

比嘉　秀智

東恩納　克也

大城　有子

米蔵　一

宮城　泰成

真喜志　潤

福村　嗣一

知念　良高

榮野比　匡

又吉　琢磨

光　なぎさ

新城　保則

比嘉　るみ子

西平　将

濱川　和彦

宮城　良行

城間　亮

伊地　秀男

浜本　京子

備瀬　秀子

宮城　広幸

金城　京子

大城　佳典

平田　政健

青柳　克

大浦　美貴

角　一人

比嘉　日奈子

外間　光男

松田　圭司

渡　健史

仲宗根　大剛

令和4年度（第56回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者令和4年度（第56回） 永年勤続優良従業員表彰受賞者おめでとうございます
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■周辺環境との関係イメージ

名　　称
所 在 地
構造規模
延床面積
主要機能

中小企業振興会館
那覇市久米2丁目2番10
鉄骨造　地上7階建て
約4,600㎡（約1,390坪）
７階
4～6階
３階
２階
１階

コワーキングスペース等
テナント事務所
相談室・事務室
ホール及び大会議室
エントランスロビー
テレワーク体験コーナー
交流スペース

：
：
：
：
：

建築概要

完成イメージ（北西方面から）

　那覇商工会議所は、昭和２年の設立以来95年が経
過しました。これまで中小企業の経営支援はもとよ
り、地域経済の活性化、県経済の振興発展のために全
力を尽くしてきました。
　しかしながら、建物及び設備の老朽化が進行する
と共に、耐震性や防火性が不足している状況を踏ま
え、また、多様化する産業支援のニーズに対応するた
め、新会館「中小企業振興会館」として整備していく
ことが決定し、現在、令和５年８月の完成に向けて建
設工事を進めております。
　「中小企業振興会館」として建設される新会館も、
今後50年、100年の那覇市の振興はもとより、県経
済の発展並びにしなやかで強い沖縄経済の構築に向
けて中核を担う拠点として整備を進めています。

２階ホール

１階エントランスロビー

〇床面積 約4,600㎡(約1,390坪) 旧会館より、約1.9倍
　大きくなります。
〇総事業費は、約20.0億円。
　内自己資金は1.2億円を見込んでおります。

〇１階は、テレワークツールの展示並びに体験コーナー
　を設置し導入に向けたサポートを行います。
〇２階は、ホール(253㎡予定)及び大会議室(90㎡予定)
　を設置し会員価格で貸出を行います。
〇３階は、那覇商工会議所事務所を設置しよりご相談し
　やすい環境を整備します。

〇４階から６階は、テナント事務所として貸出を予定して
　います。詳細については決まり次第、本誌面にて改めて
　ご案内いたします。

〇７階は、施設利用者共有のコワーキングスペースとして
　整備します。

中小企業振興会館 概要 

約1.9倍
約3.8倍
約1.8倍
約1.3倍
約1.3倍

 地下１階 / 地上4階
2,410.50㎡
418.90㎡ 
868.14㎡ 
859.92㎡ 
263.54㎡

地上7階　
約4,605.18㎡
約1,586.18㎡
約1,573.90㎡
約1,102.17㎡
約342.93㎡

■新旧会館比較表
新 会 館 旧 会 館 備　考

建 物 規 模
延 べ 床 面 積
会議所専有面積
テナント専有面積
共 用 部 分 面 積
会 議 室 面 積

主な工程

■新会館建設工事 スケジュール（概要）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
仮設工事

基礎工事
本体工事

外構工事
検査

電気・機械設備

磁気探査
地下部解体

令和4年度

本杭打設・基礎梁
躯体工事・外装工事・内装工事
配管・配線・器具取付・各種機器搬入配管・配線・器具取付・各種機器搬入

建築確認審査

令和5年度

　「中小企業振興会館」は、
旧那覇商工会議所会館跡
地(那覇市久米2-2-10)で
建設を進めております。
令和5年2月には土工事、型
枠工事が終了しており、現
在は鉄骨工事に取り組ん
でいます。
　令和5年8月の竣工に向
けて、定期的に工事の進捗
状況を本誌面にてご報告
してまいります。

工事進捗状況報告

鉄骨工事の様子

　那覇商工会議所では、新会館「中小企業振興会館」建設へのご
協力金(寄付金)を募集いたします。
　新会館は、地域のシンボルとして、また、会員皆さまの拠り所
として、利便性の向上をはじめ、防災機能、省エネ・周辺環境等へ
配慮し、これまで以上に会員の皆さまに親しまれる施設づくり
を目指しております。
　現行の経営相談・支援等の会員サービスの質の向上はもとよ
り、沖縄県全域を対象とした「テレワークの推進」、並びに「外国
語人材の育成」等、新たな事業を展開するなど、事業環境の変化
に応じた会員サービスの一層の拡充を図ってまいります。
　出費多端な折、誠に恐縮ですが、新会館建設に向けて、皆さま
のご支援・ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

【期　　間】　令和４年８月１日～令和５年３月３１日まで
【方　　法】　口座振込
【金　　額】　●法人　３口以上
　　　　　　●個人　１口以上　※１口 １万円
【振込口座】
■琉  球  銀  行　本店(普)　１０８８４０７
■沖  縄  銀  行　本店(普)　２４１３８６４
■沖縄海邦銀行　本店(普)　８５０１２３

【口座名義】　那覇商工会議所 会頭 石嶺 伝一郎
　　　　　　  ※振込手数料はご負担願います。

【備　　考】　協力金(寄付金)は、一般寄付金としての
　　　　　　取り扱い(指定寄付金は非該当)となります。
　　　　　　　

ナ  ハ ショウコウカイギショ カイトウ イシミネ デンイチロウ

新会館「中小企業振興会館」
建設に係る協力金(寄付金)のお願い

本杭打設・基礎梁
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■周辺環境との関係イメージ

名　　称
所 在 地
構造規模
延床面積
主要機能

中小企業振興会館
那覇市久米2丁目2番10
鉄骨造　地上7階建て
約4,600㎡（約1,390坪）
７階
4～6階
３階
２階
１階

コワーキングスペース等
テナント事務所
相談室・事務室
ホール及び大会議室
エントランスロビー
テレワーク体験コーナー
交流スペース

：
：
：
：
：

建築概要

完成イメージ（北西方面から）

　那覇商工会議所は、昭和２年の設立以来95年が経
過しました。これまで中小企業の経営支援はもとよ
り、地域経済の活性化、県経済の振興発展のために全
力を尽くしてきました。
　しかしながら、建物及び設備の老朽化が進行する
と共に、耐震性や防火性が不足している状況を踏ま
え、また、多様化する産業支援のニーズに対応するた
め、新会館「中小企業振興会館」として整備していく
ことが決定し、現在、令和５年８月の完成に向けて建
設工事を進めております。
　「中小企業振興会館」として建設される新会館も、
今後50年、100年の那覇市の振興はもとより、県経
済の発展並びにしなやかで強い沖縄経済の構築に向
けて中核を担う拠点として整備を進めています。

２階ホール

１階エントランスロビー

〇床面積 約4,600㎡(約1,390坪) 旧会館より、約1.9倍
　大きくなります。
〇総事業費は、約20.0億円。
　内自己資金は1.2億円を見込んでおります。

〇１階は、テレワークツールの展示並びに体験コーナー
　を設置し導入に向けたサポートを行います。
〇２階は、ホール(253㎡予定)及び大会議室(90㎡予定)
　を設置し会員価格で貸出を行います。
〇３階は、那覇商工会議所事務所を設置しよりご相談し
　やすい環境を整備します。

〇４階から６階は、テナント事務所として貸出を予定して
　います。詳細については決まり次第、本誌面にて改めて
　ご案内いたします。

〇７階は、施設利用者共有のコワーキングスペースとして
　整備します。

中小企業振興会館 概要 

約1.9倍
約3.8倍
約1.8倍
約1.3倍
約1.3倍

 地下１階 / 地上4階
2,410.50㎡
418.90㎡ 
868.14㎡ 
859.92㎡ 
263.54㎡

地上7階　
約4,605.18㎡
約1,586.18㎡
約1,573.90㎡
約1,102.17㎡
約342.93㎡

■新旧会館比較表
新 会 館 旧 会 館 備　考

建 物 規 模
延 べ 床 面 積
会議所専有面積
テナント専有面積
共 用 部 分 面 積
会 議 室 面 積

主な工程

■新会館建設工事 スケジュール（概要）

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9
仮設工事

基礎工事
本体工事

外構工事
検査

電気・機械設備

磁気探査
地下部解体

令和4年度

本杭打設・基礎梁
躯体工事・外装工事・内装工事
配管・配線・器具取付・各種機器搬入配管・配線・器具取付・各種機器搬入

建築確認審査

令和5年度

　「中小企業振興会館」は、
旧那覇商工会議所会館跡
地(那覇市久米2-2-10)で
建設を進めております。
令和5年2月には土工事、型
枠工事が終了しており、現
在は鉄骨工事に取り組ん
でいます。
　令和5年8月の竣工に向
けて、定期的に工事の進捗
状況を本誌面にてご報告
してまいります。

工事進捗状況報告

鉄骨工事の様子

　那覇商工会議所では、新会館「中小企業振興会館」建設へのご
協力金(寄付金)を募集いたします。
　新会館は、地域のシンボルとして、また、会員皆さまの拠り所
として、利便性の向上をはじめ、防災機能、省エネ・周辺環境等へ
配慮し、これまで以上に会員の皆さまに親しまれる施設づくり
を目指しております。
　現行の経営相談・支援等の会員サービスの質の向上はもとよ
り、沖縄県全域を対象とした「テレワークの推進」、並びに「外国
語人材の育成」等、新たな事業を展開するなど、事業環境の変化
に応じた会員サービスの一層の拡充を図ってまいります。
　出費多端な折、誠に恐縮ですが、新会館建設に向けて、皆さま
のご支援・ご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

【期　　間】　令和４年８月１日～令和５年３月３１日まで
【方　　法】　口座振込
【金　　額】　●法人　３口以上
　　　　　　●個人　１口以上　※１口 １万円
【振込口座】
■琉  球  銀  行　本店(普)　１０８８４０７
■沖  縄  銀  行　本店(普)　２４１３８６４
■沖縄海邦銀行　本店(普)　８５０１２３

【口座名義】　那覇商工会議所 会頭 石嶺 伝一郎
　　　　　　  ※振込手数料はご負担願います。

【備　　考】　協力金(寄付金)は、一般寄付金としての
　　　　　　取り扱い(指定寄付金は非該当)となります。
　　　　　　　

ナ  ハ ショウコウカイギショ カイトウ イシミネ デンイチロウ

新会館「中小企業振興会館」
建設に係る協力金(寄付金)のお願い

本杭打設・基礎梁
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オンライン情報交換会の様子

　
中
小
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
ポ
ー
タ
ル「
み
ら
デ
ジ
」を

活
用
し
た
中
小
企
業
D
X
支
援
に
つ
い
て
、経
済
産

業
省 

中
小
企
業
庁 

経
営
支
援
部
の
担
当
者
と
オ
ン

ラ
イ
ン
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
み
ら
デ
ジ
」に
ア
ク
セ
ス
す
る

と
、「
み
ら
デ
ジ
経
営
チ
ェ
ッ
ク
」で
自
社
の
経
営
課
題

が
確
認
で
き
ま
す
。経
営
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
と
、同
地

域
・
同
業
種
の
事
業
者
と
比
較
し
た
自
社
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
進
捗
度
な
ど
を
瞬
時
に
把
握
が
で
き
、ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
や

補
助
金
な
ど
の
施
策
な
ど
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
で
は
事
業
者
と
一
緒
に「
み
ら
デ

ジ
経
営
チ
ェ
ッ
ク
」を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、デ

ジ
タ
ル
化
を
検
討
し
て
い
る
事
業
者
は
、ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経
済
産
業
省 
中
小
企
業
庁 

経
営
支
援
部
と

情
報
交
換

　
２
月
10
日(

金)

に
、な
は
し
創
業
・
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
主
催
に
よ
る「
わ
た
し
、こ
う
し
て
起
業
し
ま
し

た
！
商
工
会
議
所
の
活
用
術
」セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。講
師
に
、那
覇
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
員
が
登

壇
し
、こ
れ
か
ら
創
業
す
る
方
や
創
業
後
間
も
な
い
方

な
ど
を
対
象
に
23
名
の
方
に
ご
受
講
頂
き
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、那
覇
商
工
会
議
所
と
は
ど
の
よ

う
な
組
織
な
の
か
に
つ
い
て
の
ご
紹
介
と
、「
様
々
な
経

営
相
談
が
出
来
る
身
近
な
相
談
窓
口
」と
し
て
ご
利
用

頂
け
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。商
工
会
議
所
で
は

様
々
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー（
創
業
融
資
、補
助
金
活
用
、販

路
開
拓
支
援
、確
定
申
告
・
記
帳
指
導
な
ど
）を
ご
用
意

し
て
お
り
、創
業
の
前
か
ら
で
も
相
談
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、実
際
に
融
資
や
補
助
金
申
請
に
お
い
て
商
工

会
議
所
の
経
営
相
談
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
事
例
を
紹

介
し
、初
回
相
談
か
ら
支
援
実
施
ま
で
の
流
れ
や
効
果

に
つ
い
て
も
ご
理
解
頂
け
ま
し
た
。　

商
工
会
議
所
の
会
員

メ
リ
ッ
ト
の
紹
介
で
は
、

販
路
開
拓
や
人
材
育

成
の
際
に
ご
活
用
頂
け

る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。会

員
事
業
所
様
は
利
用
料

等
が
無
料
に
な
る
な
ど

も
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
の

一つ
と
な
り
ま
す
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
、ぜ

ひ
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。

問合せ先
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商
工
会
議
所
の
活
用
術

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

経
営
者
事
業
承
継
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
M
＆
A 

は
じ
め
の
一
歩
」開
催

チームワークとコミュニケーションの重要性について講演する陸上元日本代表の朝原 宣治 氏

「心のバトンパス～チームワークと
コミュニケーションの重要性～」

　
那
覇
商
工
会
議
所
主
催
に
よ
る
春
の
特
別
講

演
会
を
２
月
３
日(

金)

沖
縄
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
に
て
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
、約
1
7
0
名
が

聴
講
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、男
子
陸
上
短
距
離
界
の
ス
プ
リ
ン

タ
ー
と
し
て
、男
子
1
0
0
ｍ
を
世
界
レ
ベ
ル
で

活
躍
し
、2
0
0
8
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、４×

1
0
0
ｍ
リ
レ
ー
で
悲
願
の
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
さ
れ
た
朝
原
宜
治
氏
を
招
き「
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
」に

つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
に
先
立
ち
石
嶺
会
頭
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
２
年
間
春

の
特
別
講
演
会
を
延
期
し
た
こ
と
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
後
、今
回
、講
演
会
に
ご
参
加
さ
れ
た

皆
様
へ
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
朝
原
氏
は
、「
こ
れ
ま
で
の
競
技
人
生
を
振
り

返
り
、で
き
な
か
っ
た
事
、困
難
な
問
題
に
対
し

て
感
じ
る
マ
イ
ナ
ス
思
考
か
ら
プ
ラ
ス
思
考
へ
気

持
ち
を
変
え
る
こ
と
に
意
識
し
て
い
た
。目
標
に

向
け
た
取
組
方
法
は
自
由
で
あ
り
、ひ
と
つ
の
方

法
に
固
執
せ
ず
、多
く
の
試
行
を
楽
し
み
な
が
ら

続
け
る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
繋
が
る

こ
と
が
重
要
」と
説
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
る
」こ
と
で
、

競
技
人
生
が
好
転
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
説
か

れ
ま
し
た
。マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
は
、過
去
の
経
験

や
教
育
内
容
、育
っ
て
き
た
社
会
、個
人
的
な
先

入
観
な
ど
が
、固
定
化
さ
れ
た
考
え
方
の
こ
と

で
、あ
る
状
況
に
対
す
る
人
の
行
動
や
受
け
止
め

方
は
、そ
の
人
が
持
っ
て
い
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の

影
響
を
受
け
て
お
り
、も
の
ご
と
に
対
し
て
チ
ャ

ン
ス
と
受
け
取
る
か
ピ
ン
チ
と
捉
え
る
か
で
、能

動
的
に
行
動
す
る
か
受
動
的
な
態
度
を
と
る
か

な
ど
行
動
が
決
ま
る
た
め
、そ
の
後
の
成
果
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

朝
原
氏
自
身
も
、海
外
選
手
に
勝
つ
と
い
う
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
を
作
り
上
げ
る
べ
く
、練
習
拠
点
を

日
本
か
ら
海
外
へ
移
す
行
動
を
起
こ
し
た
と
の

こ
と
で
す
。

　
講
演
の
中
で
、陸
上
リ
レ
ー
競
技
と
会
社
組

織
に
お
け
る
共
通
す
る
部
分
と
し
て
は
、人
は

各
々
、得
手
不
得
手
が
あ
る
こ
と
を
経
営
者
は

理
解
し
、従
業
員
の
適
材
適
所
を
見
極
め
、補
完

で
き
る
組
織
づ
く
り
が
成
果
を
上
げ
る
仕
組
み

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

令和4年度 春の特別講演会

講師
2008年北京オリンピック 陸上男子４×100ｍリレー 銀メダリスト

氏朝原　宣治

第
三
者
承
継（
M
＆
A
）を
実
際
に
経
験
さ
れ
た
方

か
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
月
24
日（
金
）に
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美

術
館
講
堂
の
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
事
業
承
継
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
M
&
A
は
じ
め
の
一
歩
」を
開
催
し
、会
場
40

名
、オ
ン
ラ
イ
ン
42
名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、M
&
A
を
通
じ
た
事
業
承

継
に
焦
点
を
当
て
、実
際
に
買
い
手
経
営
者
か

ら
M
&
A
に
至
る
経
緯
、交
渉
過
程
や
ど
の

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
の
か
、M
&
A
後

の
経
営
状
況（
P
M
I
）な
ど
を
お
話
い
た
だ

く
内
容
で
し
た
。

　
ま
ず
、愛
知
大
学
経
済
学
部
の
打
田
委
千

弘
教
授
に
沖
縄
県
内
の
最
新
デ
ー
タ
を
用
い

て
、事
業
承
継
・
M
&
A
の
現
状
を
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。打
田
教
授
に
よ
る
と
、沖

縄
県
の
後
継
者
不

在
率
は
改
善
傾
向

に
あ
り
、経
営
者
の

意
識
変
化
や
事
業

承
継
支
援
機
関
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
の

拡
充
が
認
知
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。ま
た
県
内

企
業
の
労
働
生
産

性
を
向
上
さ
せ
る

に
は
M
&
A
や
事

業
承
継
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
と

強
く
主
張
し

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、打
田
教
授
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務

め
、実
際
に
M
&
A
に
お
け
る
買
い
手
側
の

立
場
と
し
て
、（
有
）誠
和
実
業
・
代
表
取
締

役
の
平
良
真
裕
氏
と（
株
）イ
ミ
プ
ラ
ン・
代

表
取
締
役
の
福
岡
保
史
氏
に
M
&
A
の

き
っ
か
け
、そ
れ
に
伴
う
課
題
と
対
応
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
有
）誠
和

実
業
の
平
良
社
長
は
元
々
従
業
員
承
継
か

ら
代
表
に
引
継
ぎ
、そ
の
後
取
引
先
で
あ
っ

た
事
業
所
を
M
&
A
で
事
業
を
譲
り
受
け
、

事
業
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。（
株
）イ
ミ
プ
ラ

ン
は
広
島
市
に
拠
点
を
置
く
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
で
あ
り
、以
前
か
ら
新
事
業
の
取
り

組
み
を
模
索
し
て
い
た
福
岡
社
長
は
、後
継

者
不
在
で
あ
っ
た
久
米
島
に
あ
る
民
宿
を

M
&
A
で
事
業
を
譲
り
受
け
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。両
社
に
お
け
る
承
継
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、支
援
し
た
立
場
と
し
て
、会

計
士
・
税
理
士
の
荻
堂
聡
久
氏
、沖
縄
県
事

業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
安
里
辰

弥
氏
、安
谷
屋
盛
広
氏
の
３
者
に
登
壇
し
て

い
た
だ
き
、当
時
の
具
体
的
な
支
援
内
容
な

ど
を
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

左から愛知大学 打田委千弘 氏、(有)誠和実業 平良真裕 氏、
(株)イミプラン 福岡保史 氏

会場内の様子

講演会の様子

商工会議所の活用術セミナーの様子

中
小
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
ポ
ー
タ
ル

「
み
ら
デ
ジ
」を
活
用
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た
中
小
企
業
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X
支
援
に
つ
い
て
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オンライン情報交換会の様子

　
中
小
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
ポ
ー
タ
ル「
み
ら
デ
ジ
」を

活
用
し
た
中
小
企
業
D
X
支
援
に
つ
い
て
、経
済
産

業
省 

中
小
企
業
庁 

経
営
支
援
部
の
担
当
者
と
オ
ン

ラ
イ
ン
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
み
ら
デ
ジ
」に
ア
ク
セ
ス
す
る

と
、「
み
ら
デ
ジ
経
営
チ
ェ
ッ
ク
」で
自
社
の
経
営
課
題

が
確
認
で
き
ま
す
。経
営
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
と
、同
地

域
・
同
業
種
の
事
業
者
と
比
較
し
た
自
社
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
進
捗
度
な
ど
を
瞬
時
に
把
握
が
で
き
、ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
や

補
助
金
な
ど
の
施
策
な
ど
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
で
は
事
業
者
と
一
緒
に「
み
ら
デ

ジ
経
営
チ
ェ
ッ
ク
」を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、デ

ジ
タ
ル
化
を
検
討
し
て
い
る
事
業
者
は
、ぜ
ひ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経
済
産
業
省 

中
小
企
業
庁 

経
営
支
援
部
と

情
報
交
換

　
２
月
10
日(

金)

に
、な
は
し
創
業
・
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
主
催
に
よ
る「
わ
た
し
、こ
う
し
て
起
業
し
ま
し

た
！
商
工
会
議
所
の
活
用
術
」セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。講
師
に
、那
覇
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
員
が
登

壇
し
、こ
れ
か
ら
創
業
す
る
方
や
創
業
後
間
も
な
い
方

な
ど
を
対
象
に
23
名
の
方
に
ご
受
講
頂
き
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、那
覇
商
工
会
議
所
と
は
ど
の
よ

う
な
組
織
な
の
か
に
つ
い
て
の
ご
紹
介
と
、「
様
々
な
経

営
相
談
が
出
来
る
身
近
な
相
談
窓
口
」と
し
て
ご
利
用

頂
け
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。商
工
会
議
所
で
は

様
々
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー（
創
業
融
資
、補
助
金
活
用
、販

路
開
拓
支
援
、確
定
申
告
・
記
帳
指
導
な
ど
）を
ご
用
意

し
て
お
り
、創
業
の
前
か
ら
で
も
相
談
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、実
際
に
融
資
や
補
助
金
申
請
に
お
い
て
商
工

会
議
所
の
経
営
相
談
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
事
例
を
紹

介
し
、初
回
相
談
か
ら
支
援
実
施
ま
で
の
流
れ
や
効
果

に
つ
い
て
も
ご
理
解
頂
け
ま
し
た
。　

商
工
会
議
所
の
会
員

メ
リ
ッ
ト
の
紹
介
で
は
、

販
路
開
拓
や
人
材
育

成
の
際
に
ご
活
用
頂
け

る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。会

員
事
業
所
様
は
利
用
料

等
が
無
料
に
な
る
な
ど

も
入
会
の
メ
リ
ッ
ト
の

一つ
と
な
り
ま
す
。

　
那
覇
商
工
会
議
所
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
、ぜ

ひ
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。

問合せ先
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商
工
会
議
所
の
活
用
術

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

経
営
者
事
業
承
継
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
M
＆
A 

は
じ
め
の
一
歩
」開
催

チームワークとコミュニケーションの重要性について講演する陸上元日本代表の朝原 宣治 氏

「心のバトンパス～チームワークと
コミュニケーションの重要性～」

　
那
覇
商
工
会
議
所
主
催
に
よ
る
春
の
特
別
講

演
会
を
２
月
３
日(

金)

沖
縄
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー
ホ

テ
ル
に
て
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
、約
1
7
0
名
が

聴
講
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、男
子
陸
上
短
距
離
界
の
ス
プ
リ
ン

タ
ー
と
し
て
、男
子
1
0
0
ｍ
を
世
界
レ
ベ
ル
で

活
躍
し
、2
0
0
8
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
、４×

1
0
0
ｍ
リ
レ
ー
で
悲
願
の
銀
メ
ダ
ル

を
獲
得
さ
れ
た
朝
原
宜
治
氏
を
招
き「
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
」に

つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
に
先
立
ち
石
嶺
会
頭
か
ら
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
２
年
間
春

の
特
別
講
演
会
を
延
期
し
た
こ
と
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
後
、今
回
、講
演
会
に
ご
参
加
さ
れ
た

皆
様
へ
謝
意
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
朝
原
氏
は
、「
こ
れ
ま
で
の
競
技
人
生
を
振
り

返
り
、で
き
な
か
っ
た
事
、困
難
な
問
題
に
対
し

て
感
じ
る
マ
イ
ナ
ス
思
考
か
ら
プ
ラ
ス
思
考
へ
気

持
ち
を
変
え
る
こ
と
に
意
識
し
て
い
た
。目
標
に

向
け
た
取
組
方
法
は
自
由
で
あ
り
、ひ
と
つ
の
方

法
に
固
執
せ
ず
、多
く
の
試
行
を
楽
し
み
な
が
ら

続
け
る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
に
繋
が
る

こ
と
が
重
要
」と
説
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
変
え
る
」こ
と
で
、

競
技
人
生
が
好
転
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
説
か

れ
ま
し
た
。マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と
は
、過
去
の
経
験

や
教
育
内
容
、育
っ
て
き
た
社
会
、個
人
的
な
先

入
観
な
ど
が
、固
定
化
さ
れ
た
考
え
方
の
こ
と

で
、あ
る
状
況
に
対
す
る
人
の
行
動
や
受
け
止
め

方
は
、そ
の
人
が
持
っ
て
い
る
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の

影
響
を
受
け
て
お
り
、も
の
ご
と
に
対
し
て
チ
ャ

ン
ス
と
受
け
取
る
か
ピ
ン
チ
と
捉
え
る
か
で
、能

動
的
に
行
動
す
る
か
受
動
的
な
態
度
を
と
る
か

な
ど
行
動
が
決
ま
る
た
め
、そ
の
後
の
成
果
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

朝
原
氏
自
身
も
、海
外
選
手
に
勝
つ
と
い
う
マ
イ

ン
ド
セ
ッ
ト
を
作
り
上
げ
る
べ
く
、練
習
拠
点
を

日
本
か
ら
海
外
へ
移
す
行
動
を
起
こ
し
た
と
の

こ
と
で
す
。

　
講
演
の
中
で
、陸
上
リ
レ
ー
競
技
と
会
社
組

織
に
お
け
る
共
通
す
る
部
分
と
し
て
は
、人
は

各
々
、得
手
不
得
手
が
あ
る
こ
と
を
経
営
者
は

理
解
し
、従
業
員
の
適
材
適
所
を
見
極
め
、補
完

で
き
る
組
織
づ
く
り
が
成
果
を
上
げ
る
仕
組
み

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

令和4年度 春の特別講演会

講師
2008年北京オリンピック 陸上男子４×100ｍリレー 銀メダリスト

氏朝原　宣治

第
三
者
承
継（
M
＆
A
）を
実
際
に
経
験
さ
れ
た
方

か
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
２
月
24
日（
金
）に
沖
縄
県
立
博
物
館
・
美

術
館
講
堂
の
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
事
業
承
継
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
M
&
A
は
じ
め
の
一
歩
」を
開
催
し
、会
場
40

名
、オ
ン
ラ
イ
ン
42
名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、M
&
A
を
通
じ
た
事
業
承

継
に
焦
点
を
当
て
、実
際
に
買
い
手
経
営
者
か

ら
M
&
A
に
至
る
経
緯
、交
渉
過
程
や
ど
の

よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
の
か
、M
&
A
後

の
経
営
状
況（
P
M
I
）な
ど
を
お
話
い
た
だ

く
内
容
で
し
た
。

　
ま
ず
、愛
知
大
学
経
済
学
部
の
打
田
委
千

弘
教
授
に
沖
縄
県
内
の
最
新
デ
ー
タ
を
用
い

て
、事
業
承
継
・
M
&
A
の
現
状
を
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。打
田
教
授
に
よ
る
と
、沖

縄
県
の
後
継
者
不

在
率
は
改
善
傾
向

に
あ
り
、経
営
者
の

意
識
変
化
や
事
業

承
継
支
援
機
関
に

よ
る
サ
ポ
ー
ト
の

拡
充
が
認
知
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。ま
た
県
内

企
業
の
労
働
生
産

性
を
向
上
さ
せ
る

に
は
M
&
A
や
事

業
承
継
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
と

強
く
主
張
し

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、打
田
教
授
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務

め
、実
際
に
M
&
A
に
お
け
る
買
い
手
側
の

立
場
と
し
て
、（
有
）誠
和
実
業
・
代
表
取
締

役
の
平
良
真
裕
氏
と（
株
）イ
ミ
プ
ラ
ン・
代

表
取
締
役
の
福
岡
保
史
氏
に
M
&
A
の

き
っ
か
け
、そ
れ
に
伴
う
課
題
と
対
応
に
つ

い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
有
）誠
和

実
業
の
平
良
社
長
は
元
々
従
業
員
承
継
か

ら
代
表
に
引
継
ぎ
、そ
の
後
取
引
先
で
あ
っ

た
事
業
所
を
M
&
A
で
事
業
を
譲
り
受
け
、

事
業
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。（
株
）イ
ミ
プ
ラ

ン
は
広
島
市
に
拠
点
を
置
く
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
で
あ
り
、以
前
か
ら
新
事
業
の
取
り

組
み
を
模
索
し
て
い
た
福
岡
社
長
は
、後
継

者
不
在
で
あ
っ
た
久
米
島
に
あ
る
民
宿
を

M
&
A
で
事
業
を
譲
り
受
け
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。両
社
に
お
け
る
承
継
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、支
援
し
た
立
場
と
し
て
、会

計
士
・
税
理
士
の
荻
堂
聡
久
氏
、沖
縄
県
事

業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
安
里
辰

弥
氏
、安
谷
屋
盛
広
氏
の
３
者
に
登
壇
し
て

い
た
だ
き
、当
時
の
具
体
的
な
支
援
内
容
な

ど
を
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

左から愛知大学 打田委千弘 氏、(有)誠和実業 平良真裕 氏、
(株)イミプラン 福岡保史 氏

会場内の様子

講演会の様子

商工会議所の活用術セミナーの様子

中
小
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
ポ
ー
タ
ル

「
み
ら
デ
ジ
」を
活
用
し
た
中
小
企
業

D
X
支
援
に
つ
い
て
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☎

中小・小規模事業者、
個人事業主向け のご案内支援制度
那覇商工会議所「新型コロナに関する経営相談窓口」

※本内容は発行日の前月末時点の情報を
　もとに編集しています。

那覇商工会議所
中小企業相談部
098-868-3759

●融資関連
　（マル経融資・新型コロナウイルス感染症特別貸付（沖縄公庫）・沖縄県融資制度等
　に関する相談）

●補助金関連
　（小規模事業者持続化補助金等に関する相談）等

運転7年以内、設備10年以内

（平日9時～16時30分）

対　　象

主な申請要件

融資限度

利　　率

融資期間

融資限度額

利　　率

返済期間

運転1年以内、設備2年以内据置期間

●利下げ限度は、中小企業資金：3億円、生業・生活衛生資金：6千万円

直接お問い合わせ下さい。

中小企業資金 別枠 6 億円、生業・生活衛生資金 別枠 8千万円

当初 3年間は基準金利から0.9％引下げ（4年目以降は基準金利）

2,000万円

固定金利1.01%  ※発行日の前月末時点

相談窓口
事前予約制

☎

沖縄公庫「新型コロナウイルス感染症特別貸付」

沖縄公庫本店 
融資第二部
中小企業融資第一班
098-941-1785

☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部
098-868-3759

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、一時的に業況悪化を来している方であって、
一定の要件（※）に該当し、かつ、中長期的に業況が回復し発展することが見込まれる方
（※）最近1ヵ月間等の売上高が前4年のいずれかの同期と比較して5％以上減少している方等

マル経融資（小規模事業者経営改善資金）
沖経資金(沖縄雇用・経営基盤強化資金）

●那覇商工会議所の経営指導を原則６ヵ月以上受けている方
●確定申告をし、納期到来の税金を完納している方
●那覇市に本社があり、１年以上事業を行っている方
●商工業者であり、沖縄公庫の融資対象事業種の方など

融資制度

50万円 100万円 200万円

２/３（賃金引上げ枠のうち赤字事業者については3/4）

通常枠 インボイス枠 賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠
補助上限

補  助  率

販路開拓等の取組の経費の一部を補助し
新たなビジネスやサービスの導入を支援する制度です。

小規模事業者持続化補助金（一般型）　
☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部

098-868-3759

※その他にも要件があります。

補助金
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自社がインボイスを
発行しないと
販売先が取引を見直す！？

仕入税額控除
ができない！！

インボイス制度が始まるとどうなるの？

インボイス（適格請求書）って何？

発行事業者の登録番号
適用税率　
税率ごとに区分した消費税額等

Q.

Q.

●令和5年10月1日からインボイス発行事業者となるには、
　令和5年3月31日までに税務署へ登録申請が必要です。
●消費税課税事業者のみがインボイスを交付することができます。

※納付する消費税を算出する際に、
　売上時の消費税額(売上税額)
　から仕入等にかかった消費税を
　差し引くこと

発行事業者の氏名・登録番号

取引年月日

取引内容（軽減税率の対象品目であるその旨）

税率ごとの合計の対価の額と適用税率

税率ごとに区分した消費税額等

交付を受ける事業所名

インボイスの掲載イメージ 請 求 書
▲▲商事（株）

登録番号　T-012345…

××年11月30日

＊　軽減税率対象

（株）○○御中

11月分　131,200円

11/1
11/1
11/2

5,000円
10,000円
2,000円

日 付

8％対象
10％対象

40,000円
80,000円

合 計 120,000円 消費税
消費税
消費税

120,000円
3,200円
8,000円

品 名 金 額
魚　　＊
豚肉　＊　　
タオルケット
……

1
1

2 2

3

3

4

45

1
4
5

56

6

※

10月1日から

仕入先がインボイスを
発行しないと
自社の消費税負担が増加！？

NO!

インボイス制度とは？ 消費税とは？
国税庁動画専用サイト

インボイス制度（適格請求書等保存方式）
が開始されます。

令和 5年

が追記されている請求書のこと！

現行の請求書に

企業経営に役立つ冊子を無料で配布しています！

基礎からわかるインボイス  ～これがインボイスだ！～
創業の手引  ～新たに事業を始めるみなさまへ～
中小事業者のための生産性向上に役立つ電子帳簿・スキャナ保存
明日に活かせる経営相談
経営管理ノート  ～記帳の心構え～

ご希望の方は、那覇商工会議所中小企業相談部までお越し下さい。事業者の皆様へ

那覇商工会議所 中小企業相談部 TEL:098-868-3759
〒900-0015 那覇市久茂地1丁目7番1号 琉球リース総合ビル6階  

【お問い合わせ】 

1

2

3

4
5

1 2 3 4

5

無料配布！



☎

中小・小規模事業者、
個人事業主向け のご案内支援制度
那覇商工会議所「新型コロナに関する経営相談窓口」

※本内容は発行日の前月末時点の情報を
　もとに編集しています。

那覇商工会議所
中小企業相談部
098-868-3759

●融資関連
　（マル経融資・新型コロナウイルス感染症特別貸付（沖縄公庫）・沖縄県融資制度等
　に関する相談）

●補助金関連
　（小規模事業者持続化補助金等に関する相談）等

運転7年以内、設備10年以内
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対　　象
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融資限度

利　　率

融資期間

融資限度額
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当初 3年間は基準金利から0.9％引下げ（4年目以降は基準金利）
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固定金利1.01%  ※発行日の前月末時点

相談窓口
事前予約制

☎

沖縄公庫「新型コロナウイルス感染症特別貸付」

沖縄公庫本店 
融資第二部
中小企業融資第一班
098-941-1785

☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部
098-868-3759

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、一時的に業況悪化を来している方であって、
一定の要件（※）に該当し、かつ、中長期的に業況が回復し発展することが見込まれる方
（※）最近1ヵ月間等の売上高が前4年のいずれかの同期と比較して5％以上減少している方等
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沖経資金(沖縄雇用・経営基盤強化資金）
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２/３（賃金引上げ枠のうち赤字事業者については3/4）

通常枠 インボイス枠 賃金引上げ枠 卒業枠 後継者支援枠 創業枠
補助上限

補  助  率

販路開拓等の取組の経費の一部を補助し
新たなビジネスやサービスの導入を支援する制度です。

小規模事業者持続化補助金（一般型）　
☎

那覇商工会議所 
中小企業相談部

098-868-3759

※その他にも要件があります。

補助金
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沖
縄
電
力（
株
）と
沖
縄
県
商

工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
で

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

懇談会の様子

　
令
和
５
年
２
月
27
日（
月
）那
覇
商
工
会
議

所
会
頭
室
に
お
い
て
、沖
縄
電
力（
株
）と
沖

縄
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
と
の
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
意
見
交
換

会
は
、沖
縄
電
力（
株
）「
第
45
回
お
き
で
ん
対

話
旬
間
」に
お
け
る
活
動
の
一
環
で
、地
域

と
の
懇
談
会
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　
沖
商
女
連
を
代
表
し
て
大
宜
見
会
長
・
宮

城
副
会
長
、奥
平
副
会
長
が
参
加
し
、沖
縄

電
力（
株
）か
ら
は
、川
満
秀
昭
執
行
役
員
、

屋
宜
誠
理
事
環
境
部
長
、宮
平
克
也
企
画
グ

ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
又
吉
優
子
広
報
グ

ル
ー
プ
部
長
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の

テ
ー
マ
と
し
て
は
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

電
気
料
金
の
値
上
げ
と
節
電
に
対
す
る
対

応
を
中
心
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、川
満
執
行
役
員
よ
り
電
気
料
金

値
上
げ
に
関
す
る
現
状
と
経
緯
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
の
値
上
げ
は
、

燃
料
価
格
の
高
騰
と
円
安
な
ど
の
為
替
の

動
向
に
よ
る
多
大
な
影
響
が
あ
り
、今
年
の

決
算
は
△
４
８
５
億
円
の
損
失
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と
や
人
件
費
の
削
減
な
ど

で
き
る
限
り
の
対
応
を
行
い
、値
上
げ
申
請

に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
丁
寧
に
ご
説
明

頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、沖
縄
電
力（
株
）と
し
て
は
、カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り
組
み
、再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
化
や
、火
力
電
源
c
o
2 

排
出
削
減
、電
化
促
進
の
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

参加者全員で記念撮影

　
大
宜
見
会
長
か
ら
は
事
業
者
向
け
サ
ー

ビ
ス（
カ
リ
ー
ル
ー
フ
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
）の
取
り
組
み
の
促
進
に
つ
い
て
、宮
城

副
会
長
か
ら
も
事
業
所
に
対
す
る
省
エ
ネ

対
策
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
質
問
を

す
る
等
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。身
近
で
何
気
な
く
利
用
し
て
い
る
電
気

で
す
が
、今
回
の
意
見
交
換
を
通
し
て
改
め

て
電
気
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。最
後
に
又
吉
広
報
部
長
よ
り「
沖

縄
電
力
の
Ｈ
Ｐ
で
電
気
料
金
の
試
算
や
、省

エ
ネ
に
つ
い
て
の
手
法
等
を
掲
載
し
て
い

る
の
で
ご
活
用
下
さ
い
」と
案
内
が
あ
り
ま

し
た
。電
気
代
リ
ス
ク
の
軽
減
の
た
め
に
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

三
月
の
予
定

那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会
定
例
会

日
　時：令
和
五
年
三
月
二
十
日（
月
）

 

十
二
時
〜
十
二
時
半

場
　所：沖
縄
県
教
職
員
共
済
会
館

　
　
　 

八
汐
荘
四
階

※

定
例
の
火
曜
日
が
公
休
日
の
た
め

　
二
十
日
に
開
催
致
し
ま
す
。

沖
縄
電
力
Ｈ
Ｐ

https://w
w
w
.okiden.co.jp/corp

oration/

「
セ
イ
カ
ツ
を
カ
エ
ル
。オ
ー
ル
電
化
」Ｈ
Ｐ

https://w
w
w
.kaeru.tv/

Public Relations

会員の皆様へ　お知らせしたい内容や企業紹介にご利用下さい 会員企業紹介

会員企業紹介はじめました！

【営業時間】 
9：00～18：00

【定休日】 
年中無休

TEL：098-886-1131

【会社名】
首里琉染
【住所】
沖縄県那覇市首里山川町1-54

INFORMATION

163w～（QRコードなし）187w

サンゴ染体験は、チームビルディング
にもご利用できます。
例えば、チームごとにテーマを設定し
作品を作るなど、サンゴ染めを通し
て、社内のコミュニケーション力、アイ
デア力、プレゼン力などの育成にお
役立てください。

体験人数：最大40名様
所要時間：50分
素　　 材：Ｔシャツ、トート、風呂敷など
料　　金：3,300円(材料費込)

QR

首
里
琉
染

【営業時間】 
9：00～18：00　　

【定休日】 
なし

TEL：098-868-2222
　　　（自動ガイダンス）

【会社名】
(株)ロワジール・ホテルズ沖縄
ロワジールホテル 那覇
【住所】
那覇市西3-21

INFORMATIONロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル 

那
覇

【営業時間】 
8:00～17:30　　

【定休日】 
日曜・第2・4土曜日

TEL：098-988-0121

【会社名】

【住所】
那覇市久米2-10-22  2F

INFORMATION

pho

琉
球
ゴ
ー
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

【営業時間】 
8:30～17:30　　

【定休日】 
土・日曜日

TEL：098-963-4588

【会社名】
株式会社エマオ
【住所】
那覇市字仲井真400-1 
海邦産業ビル2階

INFORMATION

株
式
会
社
エ
マ
オ

サンゴ染体験を活用した
チームビルディング

ホテルシェフが腕をふるう和洋中料
理が食べ放題！
種類豊富に用意しお待ちしております。

我が社の社名には『オフィスに心から
湧き出る温かいサービスを届けたい』
という想いが込められています。その
想いをモットーに、お客様に真心で寄
り添い快適なオフィス環境をご提供
できるよう、社員一同日々邁進してお
ります。オフィスのことなら『株式会
社エマオ』よろしくお願い致します。

ランチタイムは
ロワジールホテル 那覇へ♪

サ
ン
ゴ
染
め

体
験
の
詳
細

主
要
商
品

日　時：毎日営業中！
ランチ：11:30～14:30(L.O 14:00)
料　金：大　人
　　　 シニア(65歳以上)
          小学生(7～12歳)
　　　 幼　児(4～6歳)

3,000円
2,600円
1,200円
500円

しっかり守りたい！そんな想いで沖縄仕
様に開発したＧセラ工法は、未来を見据
えた建物に優しい修繕方法です。私たち
は58年間この道一筋に新技術に挑戦し
続け、壊してゼロからつくる方法で、地球
に大きな負担をかけるの
ではなく、新しい技術で価
値を加えることで再生させ
守り続けていくお手伝を
します 。

塩害・紫外線過酷な環境から
大切な建物を再生させたい。

『オフィスに心から湧き出る
温かいサービスを届けたい』

（ランチ）

社内セキュリティー機器・複機・プリン
ター・パソコン・オフィス家具・インター
ネット・勤怠管理・ビジネスフォン・消耗品
など

　今月より、「会員紹介」の枠を設けることになりました。 
　今回は、初回ということで会員４事業所ですが、来月からは２事業所の掲載を予定して
おります。 
　会社のPR、イベントの紹介などにご利用下さい。申込方法につきましては、掲載したい
月の前月10日までに事務局にご連絡下さい。ご連絡いただければ、事務局から申込書を
メールで会員宛に送らせていただきます。
　掲載に必要なものは、写真１枚から３枚100文字から150文字以内のPR文書会社情報
等・・。基本は先着順とさせていただきますが、季節性なども考慮して事務局で掲載を調
整させていただきますのでご了承下さい。

那覇商工会議所 中小企業相談部女性会事務局（担当：新田・有田）  TEL 098-868-3759

掲載無料

公式HP

お問合せ先

Befor

After

Befor

BeforBefor After

AfterAfter

女性会

女性会
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電
気
料
金
の
値
上
げ
と
節
電
に
対
す
る
対

応
を
中
心
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
、川
満
執
行
役
員
よ
り
電
気
料
金

値
上
げ
に
関
す
る
現
状
と
経
緯
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
の
値
上
げ
は
、

燃
料
価
格
の
高
騰
と
円
安
な
ど
の
為
替
の

動
向
に
よ
る
多
大
な
影
響
が
あ
り
、今
年
の

決
算
は
△
４
８
５
億
円
の
損
失
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
こ
と
や
人
件
費
の
削
減
な
ど

で
き
る
限
り
の
対
応
を
行
い
、値
上
げ
申
請

に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
丁
寧
に
ご
説
明

頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、沖
縄
電
力（
株
）と
し
て
は
、カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
り
組
み
、再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
化
や
、火
力
電
源
c
o
2 

排
出
削
減
、電
化
促
進
の
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

参加者全員で記念撮影

　
大
宜
見
会
長
か
ら
は
事
業
者
向
け
サ
ー

ビ
ス（
カ
リ
ー
ル
ー
フ
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
）の
取
り
組
み
の
促
進
に
つ
い
て
、宮
城

副
会
長
か
ら
も
事
業
所
に
対
す
る
省
エ
ネ

対
策
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
質
問
を

す
る
等
、活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。身
近
で
何
気
な
く
利
用
し
て
い
る
電
気

で
す
が
、今
回
の
意
見
交
換
を
通
し
て
改
め

て
電
気
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。最
後
に
又
吉
広
報
部
長
よ
り「
沖

縄
電
力
の
Ｈ
Ｐ
で
電
気
料
金
の
試
算
や
、省

エ
ネ
に
つ
い
て
の
手
法
等
を
掲
載
し
て
い

る
の
で
ご
活
用
下
さ
い
」と
案
内
が
あ
り
ま

し
た
。電
気
代
リ
ス
ク
の
軽
減
の
た
め
に
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

三
月
の
予
定

那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会
定
例
会

日
　時：令
和
五
年
三
月
二
十
日（
月
）

 

十
二
時
〜
十
二
時
半

場
　所：沖
縄
県
教
職
員
共
済
会
館

　
　
　 

八
汐
荘
四
階

※

定
例
の
火
曜
日
が
公
休
日
の
た
め

　
二
十
日
に
開
催
致
し
ま
す
。

沖
縄
電
力
Ｈ
Ｐ

https://w
w
w
.okiden.co.jp/corp

oration/

「
セ
イ
カ
ツ
を
カ
エ
ル
。オ
ー
ル
電
化
」Ｈ
Ｐ

https://w
w
w
.kaeru.tv/

Public Relations

会員の皆様へ　お知らせしたい内容や企業紹介にご利用下さい 会員企業紹介

会員企業紹介はじめました！

【営業時間】 
9：00～18：00

【定休日】 
年中無休

TEL：098-886-1131

【会社名】
首里琉染
【住所】
沖縄県那覇市首里山川町1-54

INFORMATION

163w～（QRコードなし）187w

サンゴ染体験は、チームビルディング
にもご利用できます。
例えば、チームごとにテーマを設定し
作品を作るなど、サンゴ染めを通し
て、社内のコミュニケーション力、アイ
デア力、プレゼン力などの育成にお
役立てください。

体験人数：最大40名様
所要時間：50分
素　　 材：Ｔシャツ、トート、風呂敷など
料　　金：3,300円(材料費込)

QR

首
里
琉
染

【営業時間】 
9：00～18：00　　

【定休日】 
なし

TEL：098-868-2222
　　　（自動ガイダンス）

【会社名】
(株)ロワジール・ホテルズ沖縄
ロワジールホテル 那覇
【住所】
那覇市西3-21

INFORMATIONロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル 

那
覇

【営業時間】 
8:00～17:30　　

【定休日】 
日曜・第2・4土曜日

TEL：098-988-0121

【会社名】

【住所】
那覇市久米2-10-22  2F

INFORMATION

pho

琉
球
ゴ
ー
レ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

【営業時間】 
8:30～17:30　　

【定休日】 
土・日曜日

TEL：098-963-4588

【会社名】
株式会社エマオ
【住所】
那覇市字仲井真400-1 
海邦産業ビル2階

INFORMATION

株
式
会
社
エ
マ
オ

サンゴ染体験を活用した
チームビルディング

ホテルシェフが腕をふるう和洋中料
理が食べ放題！
種類豊富に用意しお待ちしております。

我が社の社名には『オフィスに心から
湧き出る温かいサービスを届けたい』
という想いが込められています。その
想いをモットーに、お客様に真心で寄
り添い快適なオフィス環境をご提供
できるよう、社員一同日々邁進してお
ります。オフィスのことなら『株式会
社エマオ』よろしくお願い致します。

ランチタイムは
ロワジールホテル 那覇へ♪

サ
ン
ゴ
染
め

体
験
の
詳
細

主
要
商
品

日　時：毎日営業中！
ランチ：11:30～14:30(L.O 14:00)
料　金：大　人
　　　 シニア(65歳以上)
          小学生(7～12歳)
　　　 幼　児(4～6歳)

3,000円
2,600円
1,200円
500円

しっかり守りたい！そんな想いで沖縄仕
様に開発したＧセラ工法は、未来を見据
えた建物に優しい修繕方法です。私たち
は58年間この道一筋に新技術に挑戦し
続け、壊してゼロからつくる方法で、地球
に大きな負担をかけるの
ではなく、新しい技術で価
値を加えることで再生させ
守り続けていくお手伝を
します 。

塩害・紫外線過酷な環境から
大切な建物を再生させたい。

『オフィスに心から湧き出る
温かいサービスを届けたい』

（ランチ）

社内セキュリティー機器・複機・プリン
ター・パソコン・オフィス家具・インター
ネット・勤怠管理・ビジネスフォン・消耗品
など

　今月より、「会員紹介」の枠を設けることになりました。 
　今回は、初回ということで会員４事業所ですが、来月からは２事業所の掲載を予定して
おります。 
　会社のPR、イベントの紹介などにご利用下さい。申込方法につきましては、掲載したい
月の前月10日までに事務局にご連絡下さい。ご連絡いただければ、事務局から申込書を
メールで会員宛に送らせていただきます。
　掲載に必要なものは、写真１枚から３枚100文字から150文字以内のPR文書会社情報
等・・。基本は先着順とさせていただきますが、季節性なども考慮して事務局で掲載を調
整させていただきますのでご了承下さい。

那覇商工会議所 中小企業相談部女性会事務局（担当：新田・有田）  TEL 098-868-3759

掲載無料

公式HP

お問合せ先

Befor

After

Befor

BeforBefor After

AfterAfter

女性会

女性会



3

令
和
４
年
度
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

2023年月号 第320号

那
覇
商
工
会
議
所
青
年
部
会
報

縁
を
キ
ズ
ナ
へ
〜
守
る
強
さ
と
貫
く
力
〜

NAHA CCI NEWS No.838 1415 NAHA CCI NEWS No.838

開会宣言グループディスカッション

講演中

講演を行った楠美委員長

新入会員認証・長濱君 新入会員認証・橋本君

新入会員認証・山下君 出産報告・富永君綱領朗読・指針唱和

会長挨拶集合写真

令
和
４
年
度
２
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ビ
シ
ッ
と
研
修
委
員
会
に
よ
る
那
覇
商
工
会
議
所
青
年
部
２
月
定
例
会
が
那
覇

市
の
テ
ン
ブ
ス
ホ
ー
ル
に
て
２
月
８
日（
水
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ル
ー
プ
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は「
人
を
動

か
す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」よ
り「
人
が
動
き

た
く
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」が
今
の
時
代

に
適
し
て
い
る
と
述
べ
、事
例
と
し
て「
裸

の
男
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」と
い
う
動
画
を

会
場
に
て
再
生
し
ま
し
た
。

　
動
画
に
映
っ
て
い
た
の
は
上
半
身
裸
で

激
し
く
踊
る
男
性
で
す
。男
性
は
最
初
多
く

の
人
が
見
て
い
る
中
、一
人
で
踊
っ
て
い
た

の
で
す
が
他
の
人
物
が
男
性
の
隣
で
一
緒

に
踊
り
始
め
ま
す
。二
人
で
踊
っ
て
い
る
と

一
人
、ま
た
一
人
と
一
緒
に
踊
る
人
が
増
え

て
い
き
ま
す
。や
が
て
そ
の
場
に
い
た
ほ
と

ん
ど
の
人
が
踊
り
始
め
る
と
い
っ
た
内
容

の
動
画
で
し
た
。

　
楠
美
委
員
長
は
動
画
に
つ
い
て「
最
初
は

滑
稽
に
見
え
て
も
一
生
懸
命
で
楽
し
そ
う

で
熱
意
が
あ
れ
ば
み
ん
な
の
心
は
動
く
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
チ
ー
ム
は
変
わ
る
と

い
う
事
例
に
な
る
動
画
で
あ
る
」と
述
べ
ま

し
た
。

　
ま
た
、メ
ン
バ
ー
の
心
に
火
を
つ
け
実
現

し
た
い
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
て
一
緒

に
走
っ
て
く
れ
る
仲
間
に
な
っ
て
も
ら
う

た
め
の『
巻
き
込
み
力
』の
必
要
性
に
つ
い

て
も
述
べ
ま
し
た
。ど
れ
だ
け
優
秀
で
あ
っ

て
も
一
人
の
力
で
は
限
界
が
あ
り
、よ
り
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
行
く

た
め
に
は
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
協
力
が
必

要
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し

て『
信
用
』を
挙
げ
ま
し
た
。信
用
を
積
ん
で

い
く
の
は
時
間
が
か
か
る
が
、崩
れ
る
の
は

一
瞬
と
い
う
点
か
ら
日
々
の
言
動
一
挙
手

一
投
足
に
気
を
使
い
な
が
ら
意
識
し
て
行

動
す
る
事
が
大
切
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

　
更
に『
メ
ン
バ
ー
に
理
解
し
て
納
得
し
て

も
ら
い
自
発
的
に
行
動
変
化
を
し
て
も
ら

う
』事
を
目
的
と
し
た
伝
え
る
チ
カ
ラ
の
重

要
性
に
つ
い
て
も
述
べ
ま
し
た
。リ
ー
ダ
ー

と
メ
ン
バ
ー
の『
情
報
の
ず
れ
』、『
気
持
ち

の
ず
れ
』が
あ
る
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て

『
伝
え
る
』で
は
な
く『
伝
わ
る
』よ
う
に
相

手
に
合
わ
せ
た
情
報
の
伝
え
方
が
重
要
で
あ

る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
講
演
後
は『
那
覇
商
工
会
議
所
活
動
の
参

加
率
を
上
げ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
ク

シ
ョ
ン
を
行
い
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
か
』と
い
う
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。各
委
員

会
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
、最
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ

か
ら
の
意
見
発
表
で
す
。

　「
広
報
活
動
で
Y
E
G
の
活
動
を
広
め
て

い
く
仕
組
み
づ
く
り
」、「
定
例
会
の
や
り
方

を
考
え
る
、事
業
を
長
く
し
て
学
び
の
質
を

高
め
る
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
ま
し

た
。中
に
は「
ポ
イ
ン
ト
制
に
す
る
」と
い
う

独
特
の
意
見
も…

。

　
令
和
４
年
度
最
後
の
研
修
事
業
も
貴
重
な

意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。次
年
度
へ

ス
タ
ー
ト
す
る
中
で
学
び
の
多
い
研
修
事
業

と
な
り
ま
し
た
。ビ
シ
ッ
と
研
修
委
員
会
の

皆
様
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

 

　
司
会
進
行
は
定
例
の
部
、事
業
の
部
、共
に

ビ
シ
ッ
と
研
修
委
員
会
の
稲
福 

大
吾
君
が

務
め
ま
し
た
。定
例
の
部
は
高
久
副
会
長
に

よ
る
開
会
宣
言
、Y
E
G
宣
言
で
ス
タ
ー
ト

し
、商
工
会
議
所
青
年
部
の
歌「
伸
び
ゆ
く
大

地
」の
斉
唱
、宮
國 
桂
光
君
に
よ
る
綱
領
朗

読・指
針
唱
和
と
続
き
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
平
良
会
長
は「『
縁
を
キ
ズ

ナ
へ
〜
守
る
強
さ
と
貫
く
力
〜
』と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
今
年
度
も
残
り
２
ヶ
月

と
な
っ
た
。我
々
商
工
会
議
所
青
年
部
は

様
々
な
企
業
の
集
ま
り
。残
り
２
ヶ
月
連
続

で
活
動
し
、Y
E
G
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。３
月
18
、19
日
に
は
わ
っ
た
ー
那
覇
め

し
グ
ラ
ン
プ
リ
が
開
催
さ
れ
る
。開
催
に
向

け
て
実
行
委
員
会
が
日
々
準
備
を
進
め
て
い

る
。そ
う
し
た
メ
ン
バ
ー
が
し
っ
か
り
頑

張
っ
て
い
る
事
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
な
ど
大
会
運
営
に
携
わ
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
」と
、述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
万
田
直
前
会
長
挨
拶
、依
頼
・

報
告
事
項
が
続
き
、新
入
会
員
認
証
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。今
回
現
場
に
て
認
証
を
受
け

た
新
入
会
員
は
株
式
会
社
オ
キ
ジ
ム
の
橋

本 

将
太
君
、山
下
建
築
設
計
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
の
山
下 

直
彦
君
、株
式
会
社
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
長
濱 

拓
未
君
の

３
名
で
す
。

　
そ
し
て
こ
の
度
、会
員
の
一
人
に
出
産
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。株
式
会
社
琉
縁
の
富
永

健
太
君
の
家
庭
に
第
一
子
が
誕
生
し
ま
し

た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
後
事
業
の
部
で
は「
最
高
の
チ
ー
ム

を
作
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
」と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
研
修
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
半
は
ビ
シ
ッ
と
研
修
委
員
会
の
楠
美

委
員
長
が
自
ら
登
壇
し「
人
が
動
き
た
く
な

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」に
つ
い
て
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　
楠
美
委
員
長
は
人
を
巻
き
込
ん
で
グ
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２
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催
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を
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プ
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り「
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が
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ダ
ー
シ
ッ
プ
」が
今
の
時
代

に
適
し
て
い
る
と
述
べ
、事
例
と
し
て「
裸

の
男
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」と
い
う
動
画
を

会
場
に
て
再
生
し
ま
し
た
。

　
動
画
に
映
っ
て
い
た
の
は
上
半
身
裸
で

激
し
く
踊
る
男
性
で
す
。男
性
は
最
初
多
く

の
人
が
見
て
い
る
中
、一
人
で
踊
っ
て
い
た

の
で
す
が
他
の
人
物
が
男
性
の
隣
で
一
緒

に
踊
り
始
め
ま
す
。二
人
で
踊
っ
て
い
る
と

一
人
、ま
た
一
人
と
一
緒
に
踊
る
人
が
増
え

て
い
き
ま
す
。や
が
て
そ
の
場
に
い
た
ほ
と

ん
ど
の
人
が
踊
り
始
め
る
と
い
っ
た
内
容

の
動
画
で
し
た
。

　
楠
美
委
員
長
は
動
画
に
つ
い
て「
最
初
は

滑
稽
に
見
え
て
も
一
生
懸
命
で
楽
し
そ
う

で
熱
意
が
あ
れ
ば
み
ん
な
の
心
は
動
く
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
チ
ー
ム
は
変
わ
る
と

い
う
事
例
に
な
る
動
画
で
あ
る
」と
述
べ
ま

し
た
。

　
ま
た
、メ
ン
バ
ー
の
心
に
火
を
つ
け
実
現

し
た
い
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
に
向
け
て
一
緒

に
走
っ
て
く
れ
る
仲
間
に
な
っ
て
も
ら
う

た
め
の『
巻
き
込
み
力
』の
必
要
性
に
つ
い

て
も
述
べ
ま
し
た
。ど
れ
だ
け
優
秀
で
あ
っ

て
も
一
人
の
力
で
は
限
界
が
あ
り
、よ
り
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
行
く

た
め
に
は
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
協
力
が
必

要
で
あ
り
、そ
の
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し

て『
信
用
』を
挙
げ
ま
し
た
。信
用
を
積
ん
で

い
く
の
は
時
間
が
か
か
る
が
、崩
れ
る
の
は

一
瞬
と
い
う
点
か
ら
日
々
の
言
動
一
挙
手

一
投
足
に
気
を
使
い
な
が
ら
意
識
し
て
行

動
す
る
事
が
大
切
と
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

　
更
に『
メ
ン
バ
ー
に
理
解
し
て
納
得
し
て

も
ら
い
自
発
的
に
行
動
変
化
を
し
て
も
ら

う
』事
を
目
的
と
し
た
伝
え
る
チ
カ
ラ
の
重

要
性
に
つ
い
て
も
述
べ
ま
し
た
。リ
ー
ダ
ー

と
メ
ン
バ
ー
の『
情
報
の
ず
れ
』、『
気
持
ち

の
ず
れ
』が
あ
る
こ
と
を
前
提
条
件
と
し
て

『
伝
え
る
』で
は
な
く『
伝
わ
る
』よ
う
に
相

手
に
合
わ
せ
た
情
報
の
伝
え
方
が
重
要
で
あ

る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
講
演
後
は『
那
覇
商
工
会
議
所
活
動
の
参

加
率
を
上
げ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
ア
ク

シ
ョ
ン
を
行
い
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
か
』と
い
う
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。各
委
員

会
で
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
、最
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ

か
ら
の
意
見
発
表
で
す
。

　「
広
報
活
動
で
Y
E
G
の
活
動
を
広
め
て

い
く
仕
組
み
づ
く
り
」、「
定
例
会
の
や
り
方

を
考
え
る
、事
業
を
長
く
し
て
学
び
の
質
を

高
め
る
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
ま
し

た
。中
に
は「
ポ
イ
ン
ト
制
に
す
る
」と
い
う

独
特
の
意
見
も…

。

　
令
和
４
年
度
最
後
の
研
修
事
業
も
貴
重
な

意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。次
年
度
へ

ス
タ
ー
ト
す
る
中
で
学
び
の
多
い
研
修
事
業

と
な
り
ま
し
た
。ビ
シ
ッ
と
研
修
委
員
会
の

皆
様
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

 

　
司
会
進
行
は
定
例
の
部
、事
業
の
部
、共
に

ビ
シ
ッ
と
研
修
委
員
会
の
稲
福 

大
吾
君
が

務
め
ま
し
た
。定
例
の
部
は
高
久
副
会
長
に

よ
る
開
会
宣
言
、Y
E
G
宣
言
で
ス
タ
ー
ト

し
、商
工
会
議
所
青
年
部
の
歌「
伸
び
ゆ
く
大

地
」の
斉
唱
、宮
國 

桂
光
君
に
よ
る
綱
領
朗

読・指
針
唱
和
と
続
き
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
平
良
会
長
は「『
縁
を
キ
ズ

ナ
へ
〜
守
る
強
さ
と
貫
く
力
〜
』と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
今
年
度
も
残
り
２
ヶ
月

と
な
っ
た
。我
々
商
工
会
議
所
青
年
部
は

様
々
な
企
業
の
集
ま
り
。残
り
２
ヶ
月
連
続

で
活
動
し
、Y
E
G
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
。３
月
18
、19
日
に
は
わ
っ
た
ー
那
覇
め

し
グ
ラ
ン
プ
リ
が
開
催
さ
れ
る
。開
催
に
向

け
て
実
行
委
員
会
が
日
々
準
備
を
進
め
て
い

る
。そ
う
し
た
メ
ン
バ
ー
が
し
っ
か
り
頑

張
っ
て
い
る
事
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
な
ど
大
会
運
営
に
携
わ
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
」と
、述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
万
田
直
前
会
長
挨
拶
、依
頼
・

報
告
事
項
が
続
き
、新
入
会
員
認
証
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。今
回
現
場
に
て
認
証
を
受
け

た
新
入
会
員
は
株
式
会
社
オ
キ
ジ
ム
の
橋

本 

将
太
君
、山
下
建
築
設
計
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ

メ
ン
ト
の
山
下 

直
彦
君
、株
式
会
社
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
長
濱 

拓
未
君
の

３
名
で
す
。

　
そ
し
て
こ
の
度
、会
員
の
一
人
に
出
産
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。株
式
会
社
琉
縁
の
富
永

健
太
君
の
家
庭
に
第
一
子
が
誕
生
し
ま
し

た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
後
事
業
の
部
で
は「
最
高
の
チ
ー
ム

を
作
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
」と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
研
修
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
前
半
は
ビ
シ
ッ
と
研
修
委
員
会
の
楠
美

委
員
長
が
自
ら
登
壇
し「
人
が
動
き
た
く
な

る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」に
つ
い
て
講
演
を
行

い
ま
し
た
。

　
楠
美
委
員
長
は
人
を
巻
き
込
ん
で
グ
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【営業時間】 15：00～22：00
【定休日】 木曜日
TEL：098-862-8258

　
INFORMATION
琉球家庭料理　葵屋
那覇市東町11-18　東町プラネットビル１F

琉球家庭料理  葵屋（株）  総合葬祭那覇

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉などがあれば教えてください。

　

常務取締役  渡嘉敷　唯志

【営業時間】 24時間対応
【定休日】 無し
TEL：098-951-2445

　
INFORMATION
(株)総合葬祭那覇

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉
などがあれば教えてください。

那覇市曙1-20-39（2F）

2009年に開店したこのお店は主に県産食材を使用した
ゴーヤーチャンプルーやもずく天ぷらなど沖縄料理を基本と
した居酒屋です。収容人数は70名で貸切予約なども受け付
けております。この地域は国際通りから近く、近隣には宿泊
施設が多数ある事から観光のお客さまはもちろん、地元の
お客さまの模合などにもご利用いただいています。

今は卒業されましたが当時、所属していた先輩から熱心に声
をかけてもらい入会しました。

入会当時は那覇で行われる日本YEG全国大会の準備の真っ
最中ということもあり、同じ経営者が自事業もYEG活動も活
発に行っている姿を見て圧倒された事を覚えています。那覇
YEGに入会して10年になりますが、今こうして活動できてい
るのも先輩方や仲間たちがいるおかげだと感じています。

那覇YEGの皆さんには委員会後や理事会後の懇親会場とし
てご贔屓にしていただいております。また仲良くしてもらって
る会員さんの会社の宴会や接待の場としてもご利用いただ
いております。本当にありがとうございます。これからも皆
さんのご要望にお答えしながら営業してまいりますので宜し
くお願い致します。

学生時代の恩師からは「感謝する心を忘れないように」と教え
ていただきました。これからも自事業
で、また生きていく上でこの言葉を
教訓として精進していきます。

那覇市曙に本社を置く、(株)総合葬祭那覇 渡嘉敷です。
葬儀全般を執り行う業務です。葬儀とは、お通夜から告
別式の施行、後葬儀に関わる花類を執り行なっておりま
す。告別式を行う会館は①那覇葬祭会館（曙）第1・2・3・
4会館②南ホール（豊見城）1ホール③中部ホール（沖縄
市松本）2ホール④メモリアル中央会館（宮古島）2ホール
です。各地域での告別式の施行も可能です。そして、通
夜式場を全館合わせて、25通夜室保有しており、昼夜問
わず対応しております。また、お祝いでの祝い花の提供
を行っております。

当初入会しておりました、名嘉義明の引継ぎにて入会し
ました。

当初入会した時は、不安はありましたが、参加するように
なり、数多くの異業者の方との交流が増えました。また
年齢層の違う意見を聞くことが出来、そして多くの事が
勉強になり価値観が増えました。

葬儀に関して色々PRはやりにくい部分はありますが、経
験豊富なメンバーがおり他宗教にも対応施行出来きま
す。遺族・親族に寄り添う事を心がけております。

親切・丁寧・心配り

●労務顧問・・・職場環境を改善し、労使トラブルを未然に防ぐ、社内人事
                    労務の様々な課題を解決する頼れる強い味方。
●給与計算・・・月次の給与計算業務は、豊富な経験と実績のある専門家に
　　　　　　  お任せ。社内業務の負担軽減で会社も従業員も安心満足。
●助成金・・・・事業活動の一助となる助成金のご提案や申請手続きも
　　　　　　 お任せください。

人事労務のことならお任せください

かげやま社労士事務所
〒901- 0151　那覇市鏡原町 2-6 コーポ上弘101
TEL 098-987-1699  FAX 098-995-8254

ホームページ LINE公式サイト

商談ルームでご相談ご要望を承ります。

kuninaka@nahacci.or.jp

【申込資格】
【掲 載 料 】

当所会員事業所（１会員事業者様につき１回限り）
無料

原稿作成をお願いいたします。

原稿をご送付ください。
作成頂いた原稿と写真２枚、ＱＲコード画像を併せて
下記メールアドレス宛にご送付願います。

原稿のご確認をお願いいたします。
掲載前月の中頃に、PDF形式にてお送りいたします。
修正は2回までとさせていただきます。

掲載イメージ

記入フォームイメージ

①当所の指定したフォーム・文字数の範囲内での掲載となります。
②掲載の有無に関わらず原稿・写真データの返却は致しません。
③掲載の採否・掲載月に関しては、当所に一任願います。
　・宗教・政治活動や公序良俗違反、法令上問題がある内容につきましては、
　お申し込みを承ることが出来ない場合があります。
④編集の都合上、当所にて原稿等を変更することもありますのでご了承ください。
⑤記事に関する問い合わせ先は必ず明記してください。
⑥掲載情報の詳細や取引に関しては、取引当事者間で直後、連絡・交渉願います。
　（トラブル等が生じた場合、当所では一切責任を負いません）
以上のことをご了承の上、お申し込みください。
ご不明な点等ございましたら、下記までお問い合わせください。

【送付先】 kuninaka@nahacci.or.jp
　　　　原稿のご提出はE-Mailにて承ります。
※掲載時期につきましては、掲載原稿のご送付いただいた
　先着順にて承りますので、数か月お待ちいただく場合があります。
※掲載月は、原稿をご提出いただいた際に、お伝えいたします。

下記QRコード、または那覇商工会議所サイト
より、記入フォーム（Word）をダウンロードして
御利用ください。手書き・FAXでは承ることが
出来ませんので、ご了承ください。

那覇商工会議所　企画業務部
TEL：098-970-6890　FAX：098-866-9834

掲載までの流れ

注意事項

本件に関するお問合せ先

1

2

3

https://nahacci.com/other/8996/
ダウンロードはこちら

▲

当所が毎月１回発刊する広報誌「会報誌NAHACCI NEWS」内で、
貴社の情報発信・PRを無料で掲載していただくページです。

会員企業のPR掲示板「私たちの会社」とは

掲
載
無
料

掲
載
企
業

大
募
集
！ PR会員企業のPR掲示板

私たちの会社
店舗の宣伝、イチ押し商品、ユニークなサービスを無料で掲載致します。
当誌面を有効活用し、ポイントを絞ったPRで売り上げUP! 取り引きに繋げて下さい。

お申込みはこちらから！

労務管理のプロが、
あなたのビジネスをサポートします。

E-Mail contact@sr-kageyama.com   URL https://sr-kageyama.com/
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【営業時間】 15：00～22：00
【定休日】 木曜日
TEL：098-862-8258

　
INFORMATION
琉球家庭料理　葵屋
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琉球家庭料理  葵屋（株）  総合葬祭那覇

最初に貴社の紹介をお願いします。

那覇ＹＥＧに入会したきっかけをお願いします。

実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉などがあれば教えてください。

　

常務取締役  渡嘉敷　唯志
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実際に入会してみての感想をお願いします。

仕事や個人的な事でPRしたい事があれば教えて下さい。

最後に大事にしている言葉
などがあれば教えてください。

那覇市曙1-20-39（2F）

2009年に開店したこのお店は主に県産食材を使用した
ゴーヤーチャンプルーやもずく天ぷらなど沖縄料理を基本と
した居酒屋です。収容人数は70名で貸切予約なども受け付
けております。この地域は国際通りから近く、近隣には宿泊
施設が多数ある事から観光のお客さまはもちろん、地元の
お客さまの模合などにもご利用いただいています。

今は卒業されましたが当時、所属していた先輩から熱心に声
をかけてもらい入会しました。

入会当時は那覇で行われる日本YEG全国大会の準備の真っ
最中ということもあり、同じ経営者が自事業もYEG活動も活
発に行っている姿を見て圧倒された事を覚えています。那覇
YEGに入会して10年になりますが、今こうして活動できてい
るのも先輩方や仲間たちがいるおかげだと感じています。

那覇YEGの皆さんには委員会後や理事会後の懇親会場とし
てご贔屓にしていただいております。また仲良くしてもらって
る会員さんの会社の宴会や接待の場としてもご利用いただ
いております。本当にありがとうございます。これからも皆
さんのご要望にお答えしながら営業してまいりますので宜し
くお願い致します。

学生時代の恩師からは「感謝する心を忘れないように」と教え
ていただきました。これからも自事業
で、また生きていく上でこの言葉を
教訓として精進していきます。

那覇市曙に本社を置く、(株)総合葬祭那覇 渡嘉敷です。
葬儀全般を執り行う業務です。葬儀とは、お通夜から告
別式の施行、後葬儀に関わる花類を執り行なっておりま
す。告別式を行う会館は①那覇葬祭会館（曙）第1・2・3・
4会館②南ホール（豊見城）1ホール③中部ホール（沖縄
市松本）2ホール④メモリアル中央会館（宮古島）2ホール
です。各地域での告別式の施行も可能です。そして、通
夜式場を全館合わせて、25通夜室保有しており、昼夜問
わず対応しております。また、お祝いでの祝い花の提供
を行っております。

当初入会しておりました、名嘉義明の引継ぎにて入会し
ました。

当初入会した時は、不安はありましたが、参加するように
なり、数多くの異業者の方との交流が増えました。また
年齢層の違う意見を聞くことが出来、そして多くの事が
勉強になり価値観が増えました。

葬儀に関して色々PRはやりにくい部分はありますが、経
験豊富なメンバーがおり他宗教にも対応施行出来きま
す。遺族・親族に寄り添う事を心がけております。

親切・丁寧・心配り

●労務顧問・・・職場環境を改善し、労使トラブルを未然に防ぐ、社内人事
                    労務の様々な課題を解決する頼れる強い味方。
●給与計算・・・月次の給与計算業務は、豊富な経験と実績のある専門家に
　　　　　　  お任せ。社内業務の負担軽減で会社も従業員も安心満足。
●助成金・・・・事業活動の一助となる助成金のご提案や申請手続きも
　　　　　　 お任せください。

人事労務のことならお任せください

かげやま社労士事務所
〒901- 0151　那覇市鏡原町 2-6 コーポ上弘101
TEL 098-987-1699  FAX 098-995-8254

ホームページ LINE公式サイト

商談ルームでご相談ご要望を承ります。

kuninaka@nahacci.or.jp

【申込資格】
【掲 載 料 】

当所会員事業所（１会員事業者様につき１回限り）
無料

原稿作成をお願いいたします。

原稿をご送付ください。
作成頂いた原稿と写真２枚、ＱＲコード画像を併せて
下記メールアドレス宛にご送付願います。

原稿のご確認をお願いいたします。
掲載前月の中頃に、PDF形式にてお送りいたします。
修正は2回までとさせていただきます。

掲載イメージ

記入フォームイメージ

①当所の指定したフォーム・文字数の範囲内での掲載となります。
②掲載の有無に関わらず原稿・写真データの返却は致しません。
③掲載の採否・掲載月に関しては、当所に一任願います。
　・宗教・政治活動や公序良俗違反、法令上問題がある内容につきましては、
　お申し込みを承ることが出来ない場合があります。
④編集の都合上、当所にて原稿等を変更することもありますのでご了承ください。
⑤記事に関する問い合わせ先は必ず明記してください。
⑥掲載情報の詳細や取引に関しては、取引当事者間で直後、連絡・交渉願います。
　（トラブル等が生じた場合、当所では一切責任を負いません）
以上のことをご了承の上、お申し込みください。
ご不明な点等ございましたら、下記までお問い合わせください。

【送付先】 kuninaka@nahacci.or.jp
　　　　原稿のご提出はE-Mailにて承ります。
※掲載時期につきましては、掲載原稿のご送付いただいた
　先着順にて承りますので、数か月お待ちいただく場合があります。
※掲載月は、原稿をご提出いただいた際に、お伝えいたします。

下記QRコード、または那覇商工会議所サイト
より、記入フォーム（Word）をダウンロードして
御利用ください。手書き・FAXでは承ることが
出来ませんので、ご了承ください。

那覇商工会議所　企画業務部
TEL：098-970-6890　FAX：098-866-9834

掲載までの流れ

注意事項

本件に関するお問合せ先

1

2

3

https://nahacci.com/other/8996/
ダウンロードはこちら

▲

当所が毎月１回発刊する広報誌「会報誌NAHACCI NEWS」内で、
貴社の情報発信・PRを無料で掲載していただくページです。

会員企業のPR掲示板「私たちの会社」とは

掲
載
無
料

掲
載
企
業

大
募
集
！ PR会員企業のPR掲示板

私たちの会社
店舗の宣伝、イチ押し商品、ユニークなサービスを無料で掲載致します。
当誌面を有効活用し、ポイントを絞ったPRで売り上げUP! 取り引きに繋げて下さい。

お申込みはこちらから！

労務管理のプロが、
あなたのビジネスをサポートします。

E-Mail contact@sr-kageyama.com   URL https://sr-kageyama.com/
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株式会社大和総研　金融調査部　主席研究員

　1990年慶応義塾大学法学部卒業。大和総研入社。
企業調査部、経営コンサルティング部、大蔵省財政金
融研究所（1998～2000年）出向などを経て現職（金
融調査部 主席研究員）。専門は金融・資本市場、金融
機関経営、地域経済、グローバルガバナンスなど。主
な著書・論文に『地銀の次世代ビジネスモデル』2020
年5月、共著（主著）、『ＦｉｎＴｅｃｈと金融の未来～10年
後に価値のある金融ビジネスとは何か？～』2018年
4月、共著（主著）、『ＪＡＬ再生 高収益企業への転換』
日本経済新聞出版、2013年1月、共著。ＩＡＡＳＢ ＣＡＧ
（国際監査・保証基準審議会 諮問・助言グループ）委
員（2005～2014年）。日本証券経済研究所「証券業
界とフィンテックに関する研究会」（2017年）

内野  逸 勢（うちの・はやなり）

【
注
1
】 

藤
原 

翼
、是
枝
俊
悟「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
抜
本
的
拡
充
は
資

産
所
得
倍
増
を
実
現
し
う
る
内
容
」大
和
総
研
レ
ポ
ー
ト
２

０
２
２
年
12
月
21
日

【
注
2
】鈴
木
金
融
担
当
大
臣「
第
３
回
資
産
所
得
倍
増
分
科

会
配
布
資
料
」内
閣
官
房
２
０
２
２
年
11
月
25
日

｠

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
る

資
産
所
得
倍
増
へ
の
期
待
と
課
題

　
自
由
民
主
党・公
明
党
が
２
０
２
２
年
12
月
16

日
に
公
表
し
た「
令
和
５
年
度
与
党
税
制
改
正
大

綱
」（
以
下
、大
綱
）で
は
、Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度（
個
人

投
資
家
の
た
め
の
税
制
優
遇
制
度
）の
抜
本
的
拡

充・恒
久
化
が
図
ら
れ
た（
＝
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）。そ
の

理
由
と
し
て
、「『
資
産
所
得
倍
増
プ
ラ
ン
』の
実

現
に
向
け
、『
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
』の
流
れ
を
加
速

し
、中
間
層
を
中
心
と
す
る
層
が
、幅
広
く
資
本

市
場
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
じ
て
成
長
の
果
実
を

享
受
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
」こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。つ
ま
り
、資
産

所
得
倍
増
プ
ラ
ン
の
大
前
提
で
あ
る
貯
蓄
か
ら
投

資
への
資
産
形
成
に
政
府
主
導
の
政
策
で
本
格
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
14
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
現
行
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制

度
で
は
、毎
年
１
２
０
万
円
の
非
課
税
投
資
枠
が

設
定
さ
れ
、株
式・投
資
信
託
な
ど
の
配
当・譲
渡

益
な
ど
が
非
課
税
対
象
と
な
る
。通
常
、株
式
や

投
資
信
託
な
ど
の
金
融
商
品
に
投
資
し
た
場
合
、

こ
れ
ら
を
売
却
し
て
得
た
利
益
や
受
け
取
っ
た
配

当
に
対
し
て
約
20
％
の
税
金
が
か
か
る
が
、「
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
口
座（
非
課
税
口
座
）」内
で
、毎
年一定
額
の

範
囲
内
で
購
入
し
た
こ
れ
ら
の
金
融
商
品
か
ら

得
ら
れ
る
利
益
が
非
課
税
に
な
る
。成
年
が
利
用

で
き
る一般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
株
式
・
投
資
信
託
な
ど
を

年
間
１
２
０
万
円
ま
で
購
入
で
き
、最
大
５
年
間

非
課
税
で
保
有
可
能
）・つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（一定

の
投
資
信
託
を
年
間
40
万
円
ま
で
購
入
で
き
、最

大
20
年
間
非
課
税
で
保
有
可
能
）、未
成
年
が
利

用
で
き
る
ジ
ュニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
投
資
信
託
な
ど
を

年
間
80
万
円
ま
で
購
入
で
き
、最
大
５
年
間
非
課

税
で
保
有
可
能
）の
３
種
類
が
あ
る
。新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

は
24
年
か
ら
の
利
用
開
始
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

23
年
末
で
現
行
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
の
買
付
が
終
了
と
な

る
。た
だ
し
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
枠
外
で
現
行
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ（
非
課
税
口
座
内
に
あ
る
商
品
）の
運
用
が
継

続
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、（
１
）

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ 

制
度
の
恒
久
化
、（
２
）非
課
税
保
有

期
間
の
無
期
限
化
、（
３
）累
計
投
資
上
限
の
新

設
、（
４
）従
来
の一般 

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ・つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
の一体
化
、（
５
）年
間
投
資
上
限
の
拡
大
、

（
６
）累
計
投
資
枠
の
復
活
、（
７
）成
長
投
資
枠

（
従
来
の一般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）に
お
け
る
投
資
対
象
の

制
約
が
挙
げ
ら
れ
る
。上
記（
１
）と（
２
）だ
け
で

も
か
な
り
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
が
、上
記（
３
）〜

（
７
）で
は
、利
用
者
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
考
慮
し

た
資
産
形
成
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、投
資
経

験
に
応
じ
た
運
用
方
法
の
選
択
が
可
能
と
な
り
、

年
間
上
限
額
が
現
行
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
以
上
に
充
足

さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。例
え
ば
、上
記（
４
）で
は
、

従
来
の
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
引
き
継
ぐ「
つ
み
た

て
投
資
枠
」、従
来
の一般 

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
引
き
継
ぐ

「
成
長
投
資
枠
」を
設
け
、現
行
制
度
は
併
用
不

可
で
あ
っ
た
二
つ
の
枠
は
併
用
可
と
し
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、投
資
未
経
験
者
が

つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
投
資
を
始
め
、投
資
経
験

を
積
ん
で
か
ら
、個
別
株
に
も
投
資
で
き
る「
成
長

投
資
枠
」も
併
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。加
え
て
、上
記（
５
）で
は
、年
間
投
資
上
限
額

は
そ
れ
ぞ
れ
別
枠
で
設
け
ら
れ
て
お
り
、つ
み
た
て

投
資
枠
が
年
間
１
２
０
万
円
、成
長
投
資
枠
が
年

間
２
４
０
万
円
と
な
って
い
る
。こ
れ
ら
を
併
用
す

る
こ
と
で
計
年
間
３
６
０
万
円
ま
で
の
投
資
が
可

能
と
な
る
。ま
た
、非
課
税
保
有
期
間
の
無
期
限

化
に
よ
り
累
計
投
資
額
が
青
天
井
に
な
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
、累
計
投
資
額
の
上
限
が
設
け
ら
れ

た
。累
計
投
資
額
の
上
限
は
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
１
８

０
０
万
円
、成
長
投
資
枠
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
全
体

の
内
枠
と
し
て
１
２
０
０
万
円
と
な
っ
た
。さ
ら
に

上
記（
６
）で
は
、Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
買
い
付
け
た
投
資

信
託
や
上
場
株
式
な
ど
の
簿
価
残
高
に
つ
き
上

限
金
額
内
で
あ
る
こ
と
を
求
め
、売
却
し
た
場
合

は
、そ
の
簿
価
の
分
だ
け
累
計
投
資
枠
が
復
活
す

る
制
度
に
な
る
。こ
の
累
計
投
資
枠
が
売
却
に
よ

り
復
活
す
る
こ
と
で
、Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
結
婚
資
金
、住

宅
資
金
、子
ど
も
の
教
育
資
金
な
ど
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
資
金
を
運
用
し
て

資
産
形
成
を
進
め
、一度
そ
の
資
産
を
取
り
崩
し

た
後
も
ま
た
次
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
資

産
形
成
を
再
開
す
る
と
いっ
た
柔
軟
な
使
い
方
が

で
き
る
こ
と
と
な
る【
注
１
】。

　
他
方
、新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、各
利
用
者
の
資
産

形
成
目
的
に
適
合
し
た
望
ま
し
い
資
産
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ（
株
式
、債
券
、投
資
信
託
、預
貯
金
な

ど
の
金
融
商
品
の
組
み
合
わ
せ
）・資
産
配
分（
各

金
融
商
品
に
割
り
当
て
る
実
際
の
投
資
額
）の
実

現
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
り
、こ
れ
を
指

南
す
る
専
門
的
な
助
言
者（
助
言
機
関
）が
求
め

ら
れ
て
い
る
。金
融
庁
は
、金
融
経
済
教
育
推
進

機
構（
仮
称
）【
注
２
】を
設
立
し
、金
融
経
済
教
育

の
充
実
・
強
化
と
中
立
的
な
助
言
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
う
役
割
を
担
う
組
織
と
し
て
機
能
さ
せ

る
予
定
で
あ
る
。こ
の「
中
立
的
」と
は
顧
客
の
立

場
に
立
ち
、特
定
の
金
融
事
業
者
や
金
融
商
品
に

偏
ら
な
い
こ
と
と
解
釈
で
き
る
が
、こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。つ
ま
り
１
）多
種

多
様
な
国
内
外
の
金
融
商
品
を
網
羅
し
、そ
れ
ら

に
付
随
す
る
リ
ス
ク（
金
融
商
品
か
ら
期
待
さ
れ

る
収
益
の
変
動
の
度
合
い
で
あ
り
、こ
れ
が
大
き

け
れ
ば
リ
ス
ク
は
高
い
）を
継
続
的
に
把
握
し
て
い

る
こ
と
と
、２
）顧
客
の
生
活
、所
得
、財
産
状
況

の
変
化
に
合
わ
せ
て
、資
産
形
成
の
目
的
を
常
に

把
握
で
き
る
情
報
を
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
の
両
方

が
必
要
と
な
り
、ど
ち
ら
か
が
欠
け
て
い
て
も
中

立
的
な
助
言
を
提
供
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ

う
。利
用
者
に
対
す
る
金
融
経
済
教
育
も
、中
立

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
研
修
も
、画一的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
大
き
な
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。上
記
１
）と

２
）の
両
立
を
中
長
期
的
に
可
能
と
す
る
金
融
商

品
お
よ
び
顧
客
の
情
報
を
助
言
機
関
あ
る
い
は
金

融
機
関
に
蓄
積
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。　（
１
月
20
日
執
筆
）　
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株式会社大和総研　金融調査部　主席研究員

　1990年慶応義塾大学法学部卒業。大和総研入社。
企業調査部、経営コンサルティング部、大蔵省財政金
融研究所（1998～2000年）出向などを経て現職（金
融調査部 主席研究員）。専門は金融・資本市場、金融
機関経営、地域経済、グローバルガバナンスなど。主
な著書・論文に『地銀の次世代ビジネスモデル』2020
年5月、共著（主著）、『ＦｉｎＴｅｃｈと金融の未来～10年
後に価値のある金融ビジネスとは何か？～』2018年
4月、共著（主著）、『ＪＡＬ再生 高収益企業への転換』
日本経済新聞出版、2013年1月、共著。ＩＡＡＳＢ ＣＡＧ
（国際監査・保証基準審議会 諮問・助言グループ）委
員（2005～2014年）。日本証券経済研究所「証券業
界とフィンテックに関する研究会」（2017年）

内野  逸 勢（うちの・はやなり）

【
注
1
】 

藤
原 

翼
、是
枝
俊
悟「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
抜
本
的
拡
充
は
資

産
所
得
倍
増
を
実
現
し
う
る
内
容
」大
和
総
研
レ
ポ
ー
ト
２

０
２
２
年
12
月
21
日

【
注
2
】鈴
木
金
融
担
当
大
臣「
第
３
回
資
産
所
得
倍
増
分
科

会
配
布
資
料
」内
閣
官
房
２
０
２
２
年
11
月
25
日

｠

新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
よ
る

資
産
所
得
倍
増
へ
の
期
待
と
課
題

　
自
由
民
主
党・公
明
党
が
２
０
２
２
年
12
月
16

日
に
公
表
し
た「
令
和
５
年
度
与
党
税
制
改
正
大

綱
」（
以
下
、大
綱
）で
は
、Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度（
個
人

投
資
家
の
た
め
の
税
制
優
遇
制
度
）の
抜
本
的
拡

充・恒
久
化
が
図
ら
れ
た（
＝
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）。そ
の

理
由
と
し
て
、「『
資
産
所
得
倍
増
プ
ラ
ン
』の
実

現
に
向
け
、『
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
』の
流
れ
を
加
速

し
、中
間
層
を
中
心
と
す
る
層
が
、幅
広
く
資
本

市
場
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
じ
て
成
長
の
果
実
を

享
受
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
」こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。つ
ま
り
、資
産

所
得
倍
増
プ
ラ
ン
の
大
前
提
で
あ
る
貯
蓄
か
ら
投

資
への
資
産
形
成
に
政
府
主
導
の
政
策
で
本
格
的

に
取
り
組
む
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
14
年
１
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
現
行
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制

度
で
は
、毎
年
１
２
０
万
円
の
非
課
税
投
資
枠
が

設
定
さ
れ
、株
式・投
資
信
託
な
ど
の
配
当・譲
渡

益
な
ど
が
非
課
税
対
象
と
な
る
。通
常
、株
式
や

投
資
信
託
な
ど
の
金
融
商
品
に
投
資
し
た
場
合
、

こ
れ
ら
を
売
却
し
て
得
た
利
益
や
受
け
取
っ
た
配

当
に
対
し
て
約
20
％
の
税
金
が
か
か
る
が
、「
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
口
座（
非
課
税
口
座
）」内
で
、毎
年一定
額
の

範
囲
内
で
購
入
し
た
こ
れ
ら
の
金
融
商
品
か
ら

得
ら
れ
る
利
益
が
非
課
税
に
な
る
。成
年
が
利
用

で
き
る一般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
株
式
・
投
資
信
託
な
ど
を

年
間
１
２
０
万
円
ま
で
購
入
で
き
、最
大
５
年
間

非
課
税
で
保
有
可
能
）・つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（一定

の
投
資
信
託
を
年
間
40
万
円
ま
で
購
入
で
き
、最

大
20
年
間
非
課
税
で
保
有
可
能
）、未
成
年
が
利

用
で
き
る
ジ
ュニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ（
投
資
信
託
な
ど
を

年
間
80
万
円
ま
で
購
入
で
き
、最
大
５
年
間
非
課

税
で
保
有
可
能
）の
３
種
類
が
あ
る
。新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

は
24
年
か
ら
の
利
用
開
始
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

23
年
末
で
現
行
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
の
買
付
が
終
了
と
な

る
。た
だ
し
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
枠
外
で
現
行
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ（
非
課
税
口
座
内
に
あ
る
商
品
）の
運
用
が
継

続
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、（
１
）

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ 

制
度
の
恒
久
化
、（
２
）非
課
税
保
有

期
間
の
無
期
限
化
、（
３
）累
計
投
資
上
限
の
新

設
、（
４
）従
来
の一般 

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ・つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
の一体
化
、（
５
）年
間
投
資
上
限
の
拡
大
、

（
６
）累
計
投
資
枠
の
復
活
、（
７
）成
長
投
資
枠

（
従
来
の一般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）に
お
け
る
投
資
対
象
の

制
約
が
挙
げ
ら
れ
る
。上
記（
１
）と（
２
）だ
け
で

も
か
な
り
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
が
、上
記（
３
）〜

（
７
）で
は
、利
用
者
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
考
慮
し

た
資
産
形
成
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、投
資
経

験
に
応
じ
た
運
用
方
法
の
選
択
が
可
能
と
な
り
、

年
間
上
限
額
が
現
行
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
以
上
に
充
足

さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。例
え
ば
、上
記（
４
）で
は
、

従
来
の
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
引
き
継
ぐ「
つ
み
た

て
投
資
枠
」、従
来
の一般 

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
引
き
継
ぐ

「
成
長
投
資
枠
」を
設
け
、現
行
制
度
は
併
用
不

可
で
あ
っ
た
二
つ
の
枠
は
併
用
可
と
し
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
、投
資
未
経
験
者
が

つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
投
資
を
始
め
、投
資
経
験

を
積
ん
で
か
ら
、個
別
株
に
も
投
資
で
き
る「
成
長

投
資
枠
」も
併
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。加
え
て
、上
記（
５
）で
は
、年
間
投
資
上
限
額

は
そ
れ
ぞ
れ
別
枠
で
設
け
ら
れ
て
お
り
、つ
み
た
て

投
資
枠
が
年
間
１
２
０
万
円
、成
長
投
資
枠
が
年

間
２
４
０
万
円
と
な
って
い
る
。こ
れ
ら
を
併
用
す

る
こ
と
で
計
年
間
３
６
０
万
円
ま
で
の
投
資
が
可

能
と
な
る
。ま
た
、非
課
税
保
有
期
間
の
無
期
限

化
に
よ
り
累
計
投
資
額
が
青
天
井
に
な
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
、累
計
投
資
額
の
上
限
が
設
け
ら
れ

た
。累
計
投
資
額
の
上
限
は
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
１
８

０
０
万
円
、成
長
投
資
枠
は
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
全
体

の
内
枠
と
し
て
１
２
０
０
万
円
と
な
っ
た
。さ
ら
に

上
記（
６
）で
は
、Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
買
い
付
け
た
投
資

信
託
や
上
場
株
式
な
ど
の
簿
価
残
高
に
つ
き
上

限
金
額
内
で
あ
る
こ
と
を
求
め
、売
却
し
た
場
合

は
、そ
の
簿
価
の
分
だ
け
累
計
投
資
枠
が
復
活
す

る
制
度
に
な
る
。こ
の
累
計
投
資
枠
が
売
却
に
よ

り
復
活
す
る
こ
と
で
、Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
結
婚
資
金
、住

宅
資
金
、子
ど
も
の
教
育
資
金
な
ど
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
て
必
要
と
な
る
資
金
を
運
用
し
て

資
産
形
成
を
進
め
、一度
そ
の
資
産
を
取
り
崩
し

た
後
も
ま
た
次
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
て
資

産
形
成
を
再
開
す
る
と
いっ
た
柔
軟
な
使
い
方
が

で
き
る
こ
と
と
な
る【
注
１
】。

　
他
方
、新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
で
は
、各
利
用
者
の
資
産

形
成
目
的
に
適
合
し
た
望
ま
し
い
資
産
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ（
株
式
、債
券
、投
資
信
託
、預
貯
金
な

ど
の
金
融
商
品
の
組
み
合
わ
せ
）・資
産
配
分（
各

金
融
商
品
に
割
り
当
て
る
実
際
の
投
資
額
）の
実

現
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
り
、こ
れ
を
指

南
す
る
専
門
的
な
助
言
者（
助
言
機
関
）が
求
め

ら
れ
て
い
る
。金
融
庁
は
、金
融
経
済
教
育
推
進

機
構（
仮
称
）【
注
２
】を
設
立
し
、金
融
経
済
教
育

の
充
実
・
強
化
と
中
立
的
な
助
言
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
う
役
割
を
担
う
組
織
と
し
て
機
能
さ
せ

る
予
定
で
あ
る
。こ
の「
中
立
的
」と
は
顧
客
の
立

場
に
立
ち
、特
定
の
金
融
事
業
者
や
金
融
商
品
に

偏
ら
な
い
こ
と
と
解
釈
で
き
る
が
、こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。つ
ま
り
１
）多
種

多
様
な
国
内
外
の
金
融
商
品
を
網
羅
し
、そ
れ
ら

に
付
随
す
る
リ
ス
ク（
金
融
商
品
か
ら
期
待
さ
れ

る
収
益
の
変
動
の
度
合
い
で
あ
り
、こ
れ
が
大
き

け
れ
ば
リ
ス
ク
は
高
い
）を
継
続
的
に
把
握
し
て
い

る
こ
と
と
、２
）顧
客
の
生
活
、所
得
、財
産
状
況

の
変
化
に
合
わ
せ
て
、資
産
形
成
の
目
的
を
常
に

把
握
で
き
る
情
報
を
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
の
両
方

が
必
要
と
な
り
、ど
ち
ら
か
が
欠
け
て
い
て
も
中

立
的
な
助
言
を
提
供
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ

う
。利
用
者
に
対
す
る
金
融
経
済
教
育
も
、中
立

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
研
修
も
、画一的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
大
き
な
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。上
記
１
）と

２
）の
両
立
を
中
長
期
的
に
可
能
と
す
る
金
融
商

品
お
よ
び
顧
客
の
情
報
を
助
言
機
関
あ
る
い
は
金

融
機
関
に
蓄
積
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。　（
１
月
20
日
執
筆
）　
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深
海
を
採
掘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
こ
に
あ
る
熱
水
噴
出
孔
が
破
壊
さ
れ
る
と
、そ
こ
か
ら
数
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

噴
出
孔
地
点
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
研
究
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

那覇商工会議所では、沖縄の自立的発展と
世界の科学技術の向上に寄与することを
目的としたOISTの理念に共感し、研究成果
を紹介していきます。

【
あ
な
た
の
知
ら
な
い
深
海
の
世
界
】

レ
ア
ア
ー
ス
採
掘
で
熱
帯
噴
出
孔
の
重
要
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

　
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学（
O
I
S
T
）

の
研
究
チ
ー
ム
は
、海
洋
研
究
開
発
機
構

（
J
A
M
S
T
E
C
）と
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
と

共
同
研
究
を
行
い
、北
西
太
平
洋
の
各
噴
出

孔
が
互
い
に
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
持
っ

て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。ま
た
、そ

の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
た
め
に
優
先
的
に

保
全
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、特

に
重
要
な
噴
出
孔
の
特
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
熱
水
噴
出
孔
は
、地
質
学
的
に
活
発
な
水

域
の
海
底
に
み
ら
れ
る
、い
わ
ば
水
中
の
間

欠
泉
の
よ
う
な
も
の
で
、海
底
の
割
れ
目
か

ら
鉱
物
を
含
ん
だ
熱
水
が
噴
出
し
て
、深
海

に
極
限
環
境
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。き

わ
め
て
高
温
で
高
圧
な
環
境
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、そ
こ
に
は
珍
し
く
て
変
わ
っ
た

生
物
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。噴
出
孔
周
辺
に

棲
息
す
る
生
物
を
支
え
て
い
る
の
は
、噴
出

孔
か
ら
出
る
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て

バ
イ
オ
マ
ス
を
つ
く
り
出
す
細
菌
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
水
域
で
は
、化
学
物
質
が
豊

富
で
あ
る
た
め
生
命
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す

が
、こ
の
こ
と
は
同
時
に
、新
興
産
業
で
あ
る

深
海
採
掘
に
と
っ
て
も
魅
力
と
な
り
ま
す
。

地
殻
か
ら
湧
き
出
る
化
学
物
質
は
、冷
た
い

海
水
に
触
れ
て
沈
殿
し
、「
海
底
熱
水
鉱
床
」

と
呼
ば
れ
る
煙
突
の
よ
う
な
堆
積
物
が
形
成

さ
れ
ま
す
。 

　「
こ
れ
ら
の
チ
ム
ニ
ー（
煙
突
）に
は
、私
た

ち
の
社
会
が
求
め
て
や
ま
な
い
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
必
要
な
金
、銀
、銅
な
ど
の
質
の
高
い

レ
ア
ア
ー
ス
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
」

と
研
究
者
は
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
れ
ら
の
資
源
を
採
掘
す
る
と
、

そ
の
チ
ム
ニ
ー
に
棲
息
す
る
生
態
系
が
破
壊

さ
れ
る
ば
か
り
か
、同
じ
熱
水
噴
出
孔
地
点

に
あ
る
近
く
の
チ
ム
ニ
ー
に
棲
息
す
る
生
物

に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、研
究
で
は
、熱
水
噴
出
孔
の
生
態
系

に
も
た
ら
さ
れ
る
悪
影
響
は
、一
か
所
に
と

ど
ま
ら
ず
、数
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
別

の
噴
出
孔
地
点
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
熱
水
噴
出
孔
は
、互
い
に
独
立
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、実
は
そ
こ
に
棲
息
す

る
生
物
種
の
多
く
は
、幼
生
期
に
海
流
に
乗

り
、ひ
と
つ
の
噴
出
孔
か
ら
別
の
噴
出
孔
へ

分
散
し
ま
す
。幼
生
期
に
海
流
に
流
さ
れ
て

別
の
噴
出
孔
に
た
ど
り
着
い
た
生
物
は
、そ

の
噴
出
孔
の
条
件
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、そ
こ

に
定
着
し
て
成
体
へ
と
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。つ
ま
り
、あ
る
熱
水
噴
出
孔
で
個
体

群
が
全
滅
す
る
と
、そ
の
幼
生
が
こ
れ
ま
で

分
散
し
て
き
た
別
の
熱
水
噴
出
孔
で
も
、同

種
の
個
体
群
が
危
機
に
瀕
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
研
究
者
は
北
西
太
平
洋
の
沖
縄
ト
ラ
フ
、

伊
豆・小
笠
原
弧
、マ
リ
ア
ナ
ト
ラ
フ
の
3
つ

の
水
域
の
噴
出
孔
地
点
に
注
目
し
、各
地
点

に
共
通
す
る
種
の
数
を
比
較
し
て
、他
の
水

域
と
の
つ
な
が
り
を
推
定
し
ま
し
た
。

　
北
西
太
平
洋
に
は
、沖
縄
ト
ラ
フ
、伊
豆・小

笠
原
弧
、マ
リ
ア
ナ
ト
ラ
フ
と
い
う
3
つ
の
水

域
に
熱
水
噴
出
孔
が
あ
る
。噴
出
孔
地
点
同
士

を
結
ぶ
赤
色
の
線
は
共
通
種
が
多
い
こ
と
を
示

し
、黄
色
の
線
は
種
の
類
似
性
が
低
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　
研
究
チ
ー
ム
は
、生
物
種
の
デ
ー
タ
を
基
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
描
出
す
る
こ
と
で
、そ
れ
ぞ

れ
の
水
域
で
重
要
な
拠
点
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
噴
出
孔
地
点
を
特
定
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
う
ち
、サ
カ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
伊
平
屋

北
海
丘
の
2
か
所
は
、沖
縄
ト
ラ
フ
水
域
の
接

続
性
を
維
持
す
る
上
で
最
も
重
要
で
あ
り
、優

先
的
に
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　
研
究
者
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
残
念
な
が
ら
、サ
カ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
伊
平
屋

北
海
丘
の
噴
出
孔
地
点
は
、沖
縄
ト
ラ
フ
の
中

央
部
に
位
置
し
て
お
り
、採
掘
地
と
し
て
も
特

に
関
心
の
高
い
水
域
で
す
。し
か
し
、こ
の
2
つ

の
地
点
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
と
、日
本
中
の

熱
水
噴
出
孔
に
棲
息
す
る
す
べ
て
の
種
に
非
常

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
で
し
ょ
う
。」 
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深
海
を
採
掘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
こ
に
あ
る
熱
水
噴
出
孔
が
破
壊
さ
れ
る
と
、そ
こ
か
ら
数
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た

噴
出
孔
地
点
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
研
究
で
示
さ
れ
ま
し
た
。

那覇商工会議所では、沖縄の自立的発展と
世界の科学技術の向上に寄与することを
目的としたOISTの理念に共感し、研究成果
を紹介していきます。

【
あ
な
た
の
知
ら
な
い
深
海
の
世
界
】

レ
ア
ア
ー
ス
採
掘
で
熱
帯
噴
出
孔
の
重
要
性
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

　
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学（
O
I
S
T
）

の
研
究
チ
ー
ム
は
、海
洋
研
究
開
発
機
構

（
J
A
M
S
T
E
C
）と
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
と

共
同
研
究
を
行
い
、北
西
太
平
洋
の
各
噴
出

孔
が
互
い
に
ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
持
っ

て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。ま
た
、そ

の
つ
な
が
り
を
維
持
す
る
た
め
に
優
先
的
に

保
全
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、特

に
重
要
な
噴
出
孔
の
特
定
を
行
い
ま
し
た
。

　
熱
水
噴
出
孔
は
、地
質
学
的
に
活
発
な
水

域
の
海
底
に
み
ら
れ
る
、い
わ
ば
水
中
の
間

欠
泉
の
よ
う
な
も
の
で
、海
底
の
割
れ
目
か

ら
鉱
物
を
含
ん
だ
熱
水
が
噴
出
し
て
、深
海

に
極
限
環
境
を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。き

わ
め
て
高
温
で
高
圧
な
環
境
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、そ
こ
に
は
珍
し
く
て
変
わ
っ
た

生
物
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。噴
出
孔
周
辺
に

棲
息
す
る
生
物
を
支
え
て
い
る
の
は
、噴
出

孔
か
ら
出
る
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
て

バ
イ
オ
マ
ス
を
つ
く
り
出
す
細
菌
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
水
域
で
は
、化
学
物
質
が
豊

富
で
あ
る
た
め
生
命
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す

が
、こ
の
こ
と
は
同
時
に
、新
興
産
業
で
あ
る

深
海
採
掘
に
と
っ
て
も
魅
力
と
な
り
ま
す
。

地
殻
か
ら
湧
き
出
る
化
学
物
質
は
、冷
た
い

海
水
に
触
れ
て
沈
殿
し
、「
海
底
熱
水
鉱
床
」

と
呼
ば
れ
る
煙
突
の
よ
う
な
堆
積
物
が
形
成

さ
れ
ま
す
。 

　「
こ
れ
ら
の
チ
ム
ニ
ー（
煙
突
）に
は
、私
た

ち
の
社
会
が
求
め
て
や
ま
な
い
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
必
要
な
金
、銀
、銅
な
ど
の
質
の
高
い

レ
ア
ア
ー
ス
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
」

と
研
究
者
は
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
れ
ら
の
資
源
を
採
掘
す
る
と
、

そ
の
チ
ム
ニ
ー
に
棲
息
す
る
生
態
系
が
破
壊

さ
れ
る
ば
か
り
か
、同
じ
熱
水
噴
出
孔
地
点

に
あ
る
近
く
の
チ
ム
ニ
ー
に
棲
息
す
る
生
物

に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、研
究
で
は
、熱
水
噴
出
孔
の
生
態
系

に
も
た
ら
さ
れ
る
悪
影
響
は
、一
か
所
に
と

ど
ま
ら
ず
、数
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
別

の
噴
出
孔
地
点
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
熱
水
噴
出
孔
は
、互
い
に
独
立
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
が
、実
は
そ
こ
に
棲
息
す

る
生
物
種
の
多
く
は
、幼
生
期
に
海
流
に
乗

り
、ひ
と
つ
の
噴
出
孔
か
ら
別
の
噴
出
孔
へ

分
散
し
ま
す
。幼
生
期
に
海
流
に
流
さ
れ
て

別
の
噴
出
孔
に
た
ど
り
着
い
た
生
物
は
、そ

の
噴
出
孔
の
条
件
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、そ
こ

に
定
着
し
て
成
体
へ
と
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。つ
ま
り
、あ
る
熱
水
噴
出
孔
で
個
体

群
が
全
滅
す
る
と
、そ
の
幼
生
が
こ
れ
ま
で

分
散
し
て
き
た
別
の
熱
水
噴
出
孔
で
も
、同

種
の
個
体
群
が
危
機
に
瀕
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
研
究
者
は
北
西
太
平
洋
の
沖
縄
ト
ラ
フ
、

伊
豆・小
笠
原
弧
、マ
リ
ア
ナ
ト
ラ
フ
の
3
つ

の
水
域
の
噴
出
孔
地
点
に
注
目
し
、各
地
点

に
共
通
す
る
種
の
数
を
比
較
し
て
、他
の
水

域
と
の
つ
な
が
り
を
推
定
し
ま
し
た
。

　
北
西
太
平
洋
に
は
、沖
縄
ト
ラ
フ
、伊
豆・小

笠
原
弧
、マ
リ
ア
ナ
ト
ラ
フ
と
い
う
3
つ
の
水

域
に
熱
水
噴
出
孔
が
あ
る
。噴
出
孔
地
点
同
士

を
結
ぶ
赤
色
の
線
は
共
通
種
が
多
い
こ
と
を
示

し
、黄
色
の
線
は
種
の
類
似
性
が
低
い
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

　
研
究
チ
ー
ム
は
、生
物
種
の
デ
ー
タ
を
基
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
描
出
す
る
こ
と
で
、そ
れ
ぞ

れ
の
水
域
で
重
要
な
拠
点
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
噴
出
孔
地
点
を
特
定
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
う
ち
、サ
カ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
伊
平
屋

北
海
丘
の
2
か
所
は
、沖
縄
ト
ラ
フ
水
域
の
接

続
性
を
維
持
す
る
上
で
最
も
重
要
で
あ
り
、優

先
的
に
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　
研
究
者
は
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
残
念
な
が
ら
、サ
カ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
伊
平
屋

北
海
丘
の
噴
出
孔
地
点
は
、沖
縄
ト
ラ
フ
の
中

央
部
に
位
置
し
て
お
り
、採
掘
地
と
し
て
も
特

に
関
心
の
高
い
水
域
で
す
。し
か
し
、こ
の
2
つ

の
地
点
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
と
、日
本
中
の

熱
水
噴
出
孔
に
棲
息
す
る
す
べ
て
の
種
に
非
常

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
で
し
ょ
う
。」 

NAHA CCI NEWS No.83821



通信

（写真１）渡嘉敷港近くの岩礁での貝採集の
　　様子（2023年1月14日の午後）

（写真２）採集した貝を炊いた様子

先史時代の人々はどんな味を好んだ？
―移動展催事「渡嘉敷島の遺跡の味」について―

　
当
館
で
は
、離
島
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
収
蔵
資

料
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
毎
年
移
動
展
と

い
う
教
育
普
及
催
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。本
年
度
は

2
0
2
3
年
1
月
13
日
〜
15
日
の
会
期
で『
第
13
回
移

動
展
in
渡
嘉
敷
島
』を
開
催
し
ま
し
た
。今
回
、私
は
人

類
学
分
野
の
展
示
に
加
え
、「
渡
嘉
敷
島
の
遺
跡
の
味
」

と
い
う
体
験
学
習
イ
ベ
ン
ト
を
担
当
し
ま
し
た
。昨
年

度
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト「
貝
塚
の
味
」と
い
う
企
画
の
発

展
版
で
す
。「
貝
塚
の
味
」は
現
代
で
は
あ
ま
り
口
に
し

な
い
け
れ
ど
貝
塚
時
代
人
は
好
ん
で
食
し
た
貝
を
参
加

者
と
調
理
し
て
そ
の
ダ
シ
を
味
わ
う
と
い
う
も
の
で

す
。参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら「
貝
を
採
る
と
こ
ろ
か
ら
や

り
た
か
っ
た
」と
い
う
声
が
多
か
っ
た
の
で
、移
動
展
な

ら
そ
れ
を
実
現
し
や
す
い
と
考
え
、今
回
は
少
し
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。渡
嘉
敷
漁
業
協
同
組
合
の

皆
様
か
ら
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

予
想
以
上
に
充
実
し
た
催
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
貝
採
集
を
行
っ
た
14
日
は
気
温
24
℃
と
こ
の
時
期
に

し
て
は
暑
い
く
ら
い
で
、天
気
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。参

加
者
の
年
齢
は
小
学
校
１
年
生
か
ら
75
歳
と
幅
広
く
、

城
島
と
の
あ
い
だ
の
岩
礁
で
カ
サ
ガ
イ
類
、ア
マ
オ
ブ

ネ
類
、レ
イ
シ
類
な
ど
を
み
ん
な
で
楽
し
く
採
り
ま
し

た（
写
真
１
）。参
加
し
て
く
れ
た
小
学
校
低
学
年
の
子

供
た
ち
は
非
常
に
貝
採
り
が
上
手
で
と
て
も
元
気
で
し

た
。小
学
生
の
活
躍
と
渡
嘉
敷
漁
協
の
高
橋
氏
の
指
導

も
あ
っ
て
1
時
間
ち
ょ
っ
と
の
時
間
で
15
ℓ
の
バ
ケ
ツ

に
い
っ
ぱ
い
の
貝
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
金
属
工
具

を
使
い
ま
し
た
が
、小
学
生
に「
お
店
で
す
ぐ
に
便
利
な

道
具
を
買
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
貝
塚
時
代
の
人
び

と
は
ど
う
や
っ
て
み
ん
な
が
採
っ
た
貝
を
と
っ
た
ん
だ

ろ
う
？
」と
問
い
か
け
る
と
、貝
塚
時
代
の
道
具
に
興
味

が
そ
そ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
翌
日
の
15
日
に
は
渡
嘉
敷
村
中
央
公
民
館
で
一
日
砂

抜
き
を
し
た
貝
か
ら
ダ
シ
を
と
っ
て
み
ん
な
で
味
わ
い

ま
し
た
。貝
ダ
シ
そ
の
も
の
を
感
じ
る
た
め
に
味
つ
け

は
塩
だ
け
に
し
よ
う
と
決
め
て
い
た
の
で
す
が
、塩
を

入
れ
ず
に
水
で
炊
い
た
だ
け
で
十
分
に
美
味
し
い
ダ
シ

が
取
れ
ま
し
た
。身
も
竹
串
で
取
り
出
し
て
何
も
つ
け

ず
に
食
べ
ま
し
た
が
十
分
に
美
味
し
い
も
の
で
し
た

（
写
真
２
）。

　
大
人
か
ら
は「
こ
ん
な
食
べ
方
を
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
新
鮮
だ
っ
た
」「
普
段
あ
ま
り
食
べ
な
い
貝

の
シ
ン
プ
ル
な
ダ
シ
で
も
十
分
に
美
味
し
い
」、子
ど
も

か
ら
は「
に
が
い
」「
カ
ニ
入
り
の
ほ
う
が
お
い
し
い
」と

い
っ
た
感
想
が
出
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
方
々
は
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
島
の
自
然・

歴
史・文
化
に
と
て
も
関
心
を
お
持
ち
で
、貝
塚
時
代
人

と
の
共
通
点（
食
べ
る
貝
の
種
類
が
重
な
る
こ
と
）と
相

違
点（
貝
塚
時
代
人
は
食
用
だ
け
で
は
な
く
現
代
人
よ

り
も
実
用
品
、副

葬
品
、装
飾
品
と

し
て
多
用
す
る

こ
と
）に
つ
い
て

お
話
す
る
と
、さ

ら
に
好
奇
心
を

も
っ
て
貝
塚
時

代
人
へ
の
想
像

を
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

　
私
自
身
が
か

つ
て
先
輩
か
ら

「
貝
塚
の
味
」を

ふ
る
ま
わ
れ
て

感
激
し
た
こ
と
か
ら
、そ
れ
を
ま
ね
て
発
案
し
た
企
画

な
の
で
す
が
、一
見
地
味
な
遺
跡
の
調
査・研
究
や
小
さ

く
て
断
片
的
な
こ
と
の
多
い
先
史
時
代
の
展
示
資
料
へ

の
関
心
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
優
れ
た
部
分
が
多

い
と
私
は
感
じ
て
お
り
、今
後
も
形
を
変
え
な
が
ら
継

続
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
年
度
の
冬
、私
は「
旧
石
器
時
代
の
人
類（
会
期:

2
0
2
3
年
12
月
12
日
〜
2
0
2
4
年
2
月
12
日
）」と

い
う
特
別
展
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
度
は
２
万
年
以
上
前
に
沖
縄
に
暮
ら
し
た
旧
石
器
時

代
人
が
ど
ん
な
味
を
好
ん
だ
の
か
、実
際
に
体
験
す
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
し
先
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、読
者
の
皆
様
の
ご

観
覧
と
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　       （
博
物
館
班
　
学
芸
員
　
澤
浦
亮
平
）

タウン
ラビリンス

ある

文
と
絵 

＝
ロ
ー
ゼ
ル
川
田

「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
連
載
を
編
集
」　

（
那
覇
商
工
会
議
所
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

三
山
統
一
の
起
点

島
添
大
里
グ
ス
ク

　
大
里
平
良
の
集
落
の
南
端
を
通
り
過
ぎ
る
と
、つ
づ
ら
折

り
の
よ
う
な
上
り
坂
の
丘
陵
頂
上
に
島
添
大
里
グ
ス
ク（
島

添
大
里
城
跡
）が
あ
る
。琉
球
の
三
山
時
代
の
は
る
か
昔
、当

時
の
島
尻
一
帯
を
支
配
し
た
島
添
大
里
按
司
の
築
城
と
さ

れ
、明
と
の
貿
易
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　
琉
球
石
灰
岩
の
台
地
に
東
西
約
２
０
０
㍍
に
南
北
約
１
０

０
㍍
の
形
状
。標
高
１
５
０ｍ
の
天
空
の
グ
ス
ク
内
の
正
殿
跡

か
ら
の
眺
め
は
、北
は
勝
連
半
島
、中
城
、東
南
の
眼
下
に
佐

敷
グ
ス
ク
を
見
下
ろ
し
、北
西
に
は
首
里
城
、南
に
は
大
里
大

城
城
跡
、一
大
パ
ノ
ラ
マ
の
眺
望
で
あ
る
。

　
グ
ス
ク
北
側
の
台
地
の
正
殿
跡
は
岸
壁
を
背
に
し
て
１
の

郭
か
ら
２
の
郭
、３
の
郭
へ
と
つ
な
が
り
、自
然
の
地
形
を
生

か
し
、南
部
有
数
の
規
模
を
誇
る
。

　
グ
ス
ク
に
南
接
し
て
一
体
と
な
っ
た
西
原
。東
南
の
眼
下

に
は
中
城
湾
を
望
む
佐
敷
グ
ス
ク
が
あ
り
、第一尚
氏
発
祥
の

地
と
さ
れ
、尚
巴
志
と
父
思
紹
の
居
城
が
あ
っ
た
。島
添
大
里

按
司
は
尚
巴
志
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
落
城
、そ
の
勢
力
圏
に

入
っ
た
。

　
１
４
０
６
年
、２
人
は
察
度
王
統
の
中
山
を
滅
ぼ
し
思
紹

は
中
山
王
に
即
位
し
、尚
巴
志
は
首
里
城
を
攻
略
し
王
に
即

位
、三
山
を
統
一
す
る
。

　
島
添
大
里
グ
ス
ク
の
頂
部
に
立
つ
と
、北
西
方
向
に
は
ほ
ぼ

同
じ
視
高
に
見
え
る
首
里
城
を
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
島
添
按
司
が
大
城
按
司
を
滅
ぼ
す
と
、敗
れ
た
側
の
若
按

司
が
佐
敷
按
司
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
島
添
按
司
の
汪
英
紫
を

滅
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
が
謎
も
多
い
。

　
佐
敷
の
尚
巴
志
が
天
空
の
島
添
グ
ス
ク
に
居
城
す
れ
ば
、

首
里
か
ら
南
部
一
帯
、北
は
勝
連
半
島
ま
で
視
界
に
入
る
。

人
格
者
と
伝
わ
る
尚
巴
志
は
、周
辺
の
島
の
按
司
た
ち
の
小

競
り
合
い
で
、民
が
犠
牲
に
な
る
？
こ
と
を
憂
う
と
と
も
に
、

統
一
欲
も
膨
ら
ん
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
尚
巴
志
の
三
山
統
一
の
足
掛
か
り
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
島

添
大
里
グ
ス
ク
の
ウ
テ
ン
チ
ヂ
の
頂
部
に
立
つ
と
さ
ら
に
実

感
が
増
す
。グ
ス
ク
に
南
接
す
る
西
原
集
落
と
の
間
に
は
、石

の
階
段
を
下
り
た
位
置
に
、井
泉
の
チ
チ
ン
ガ
ー
が
あ
り
、水

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。西
の
郭
に
あ
る「
カ
ニマ
ン
御
嶽
」は
円

筒
形
の
石
造
り
の
頂
部
に
宝
珠
が
載
る
。カ
ニマ
ン
の
カ
ニ
は

金
で
あ
り
、マ
ン
は
満
で
あ
り
、中
山
王
と
な
る
察
度
王
の
義

兄
弟
？
の
泰
期
は
金
満
と
も
呼
ば
れ
た
そ
う
だ
。

　
琉
球
で
は
鉄
、金
銀
は
ヤ
マ
ト
か
ら
も
輸
入
、察
度
王
は

貿
易
港
で
も
あ
る
牧
港
の
貯
蔵
庫
で
蓄
え
、泰
期
は
鉄
で
農

具
を
生
産
し
た
の
で
、農
民
の
生
産
性
も
向
上
し
て
恵
み
を

受
け
た
。富
を
得
て
王
の
命
で
泰
期
は
初
の
進
貢
使
と
な
り

明
に
渡
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
グ
ス
ク
に
南
接
す
る
隣
り
合
わ
せ
の
天
空
の
集
落
西
原
の

路
地
に
足
を
踏
み
入
れ
て
み
た
。初
春
の
澄
み
切
っ
た
空
気

が
遠
景
を
近
く
に
見
せ
て
い
る
。年
始
に
拝
所
で
祈
願
を
さ

さ
げ
る
人
に
ひ
と
声
を
か
け
て
、石
積
み
の
路
地
を
歩
き
回

る
。石
垣
越
し
に
敷
地
内
を
覗
き
な
が
ら
、緑
豊
か
な
民
家

を
見
て
回
り
、お
の
お
の
の
敷
地
の
広
さ
に
目
を
見
張
る
。集

落
の
南
西
に
あ
る
古
い
石
垣
に
囲
ま
れ
た
民
家
の
庭
に
中
年

男
性
の
姿
が
見
え
た
の
で
入
っ
て
い
く
。佐
敷
の
新
里
の
門

中
と
の
こ
と
、先
祖
は
尚
巴
志
と
共
に
グ
ス
ク
の
側
の
集
落

に
移
住
し
た
の
だ
ろ
う
。元
々
の
島
添
大
里
グ
ス
ク
の
シ
マ
ン

チ
ュ
と
混
在
し
て
い
る
の
か
と
思
う
と
心
が
躍
る
。「
３
年
ほ

ど
前
の
首
里
城
の
火
災
は
こ
こ
か
ら
見
え
た
」と
首
里
城
を

指
さ
し
た
。

　
三
山
時
代
に
も
グ
ス
ク
の
石
垣
は
次
々
と
持
ち
去
ら
れ
、

沖
縄
戦
で
も
持
ち
去
ら
れ
た
。琉
球
の
石
造
文
化
は
場
所
を

移
動
す
る
合
理
性
で
も
あ
る
。
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通信

（写真１）渡嘉敷港近くの岩礁での貝採集の
　　様子（2023年1月14日の午後）

（写真２）採集した貝を炊いた様子

先史時代の人々はどんな味を好んだ？
―移動展催事「渡嘉敷島の遺跡の味」について―

　
当
館
で
は
、離
島
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
収
蔵
資

料
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
に
毎
年
移
動
展
と

い
う
教
育
普
及
催
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。本
年
度
は

2
0
2
3
年
1
月
13
日
〜
15
日
の
会
期
で『
第
13
回
移

動
展
in
渡
嘉
敷
島
』を
開
催
し
ま
し
た
。今
回
、私
は
人

類
学
分
野
の
展
示
に
加
え
、「
渡
嘉
敷
島
の
遺
跡
の
味
」

と
い
う
体
験
学
習
イ
ベ
ン
ト
を
担
当
し
ま
し
た
。昨
年

度
実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト「
貝
塚
の
味
」と
い
う
企
画
の
発

展
版
で
す
。「
貝
塚
の
味
」は
現
代
で
は
あ
ま
り
口
に
し

な
い
け
れ
ど
貝
塚
時
代
人
は
好
ん
で
食
し
た
貝
を
参
加

者
と
調
理
し
て
そ
の
ダ
シ
を
味
わ
う
と
い
う
も
の
で

す
。参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら「
貝
を
採
る
と
こ
ろ
か
ら
や

り
た
か
っ
た
」と
い
う
声
が
多
か
っ
た
の
で
、移
動
展
な

ら
そ
れ
を
実
現
し
や
す
い
と
考
え
、今
回
は
少
し
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。渡
嘉
敷
漁
業
協
同
組
合
の

皆
様
か
ら
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

予
想
以
上
に
充
実
し
た
催
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
貝
採
集
を
行
っ
た
14
日
は
気
温
24
℃
と
こ
の
時
期
に

し
て
は
暑
い
く
ら
い
で
、天
気
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。参

加
者
の
年
齢
は
小
学
校
１
年
生
か
ら
75
歳
と
幅
広
く
、

城
島
と
の
あ
い
だ
の
岩
礁
で
カ
サ
ガ
イ
類
、ア
マ
オ
ブ

ネ
類
、レ
イ
シ
類
な
ど
を
み
ん
な
で
楽
し
く
採
り
ま
し

た（
写
真
１
）。参
加
し
て
く
れ
た
小
学
校
低
学
年
の
子

供
た
ち
は
非
常
に
貝
採
り
が
上
手
で
と
て
も
元
気
で
し

た
。小
学
生
の
活
躍
と
渡
嘉
敷
漁
協
の
高
橋
氏
の
指
導

も
あ
っ
て
1
時
間
ち
ょ
っ
と
の
時
間
で
15
ℓ
の
バ
ケ
ツ

に
い
っ
ぱ
い
の
貝
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
マ
イ
ナ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
の
金
属
工
具

を
使
い
ま
し
た
が
、小
学
生
に「
お
店
で
す
ぐ
に
便
利
な

道
具
を
買
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
貝
塚
時
代
の
人
び

と
は
ど
う
や
っ
て
み
ん
な
が
採
っ
た
貝
を
と
っ
た
ん
だ

ろ
う
？
」と
問
い
か
け
る
と
、貝
塚
時
代
の
道
具
に
興
味

が
そ
そ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　
翌
日
の
15
日
に
は
渡
嘉
敷
村
中
央
公
民
館
で
一
日
砂

抜
き
を
し
た
貝
か
ら
ダ
シ
を
と
っ
て
み
ん
な
で
味
わ
い

ま
し
た
。貝
ダ
シ
そ
の
も
の
を
感
じ
る
た
め
に
味
つ
け

は
塩
だ
け
に
し
よ
う
と
決
め
て
い
た
の
で
す
が
、塩
を

入
れ
ず
に
水
で
炊
い
た
だ
け
で
十
分
に
美
味
し
い
ダ
シ

が
取
れ
ま
し
た
。身
も
竹
串
で
取
り
出
し
て
何
も
つ
け

ず
に
食
べ
ま
し
た
が
十
分
に
美
味
し
い
も
の
で
し
た

（
写
真
２
）。

　
大
人
か
ら
は「
こ
ん
な
食
べ
方
を
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
新
鮮
だ
っ
た
」「
普
段
あ
ま
り
食
べ
な
い
貝

の
シ
ン
プ
ル
な
ダ
シ
で
も
十
分
に
美
味
し
い
」、子
ど
も

か
ら
は「
に
が
い
」「
カ
ニ
入
り
の
ほ
う
が
お
い
し
い
」と

い
っ
た
感
想
が
出
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
方
々
は
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
島
の
自
然・

歴
史・文
化
に
と
て
も
関
心
を
お
持
ち
で
、貝
塚
時
代
人

と
の
共
通
点（
食
べ
る
貝
の
種
類
が
重
な
る
こ
と
）と
相

違
点（
貝
塚
時
代
人
は
食
用
だ
け
で
は
な
く
現
代
人
よ

り
も
実
用
品
、副

葬
品
、装
飾
品
と

し
て
多
用
す
る

こ
と
）に
つ
い
て

お
話
す
る
と
、さ

ら
に
好
奇
心
を

も
っ
て
貝
塚
時

代
人
へ
の
想
像

を
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

　
私
自
身
が
か

つ
て
先
輩
か
ら

「
貝
塚
の
味
」を

ふ
る
ま
わ
れ
て

感
激
し
た
こ
と
か
ら
、そ
れ
を
ま
ね
て
発
案
し
た
企
画

な
の
で
す
が
、一
見
地
味
な
遺
跡
の
調
査・研
究
や
小
さ

く
て
断
片
的
な
こ
と
の
多
い
先
史
時
代
の
展
示
資
料
へ

の
関
心
を
深
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
優
れ
た
部
分
が
多

い
と
私
は
感
じ
て
お
り
、今
後
も
形
を
変
え
な
が
ら
継

続
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
次
年
度
の
冬
、私
は「
旧
石
器
時
代
の
人
類（
会
期:

2
0
2
3
年
12
月
12
日
〜
2
0
2
4
年
2
月
12
日
）」と

い
う
特
別
展
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

今
度
は
２
万
年
以
上
前
に
沖
縄
に
暮
ら
し
た
旧
石
器
時

代
人
が
ど
ん
な
味
を
好
ん
だ
の
か
、実
際
に
体
験
す
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
し
先
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、読
者
の
皆
様
の
ご

観
覧
と
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　       （
博
物
館
班
　
学
芸
員
　
澤
浦
亮
平
）

タウン
ラビリンス

ある

文
と
絵 

＝
ロ
ー
ゼ
ル
川
田

「
沖
縄
タ
イ
ム
ス
連
載
を
編
集
」　

（
那
覇
商
工
会
議
所
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）

三
山
統
一
の
起
点

島
添
大
里
グ
ス
ク

　
大
里
平
良
の
集
落
の
南
端
を
通
り
過
ぎ
る
と
、つ
づ
ら
折

り
の
よ
う
な
上
り
坂
の
丘
陵
頂
上
に
島
添
大
里
グ
ス
ク（
島

添
大
里
城
跡
）が
あ
る
。琉
球
の
三
山
時
代
の
は
る
か
昔
、当

時
の
島
尻
一
帯
を
支
配
し
た
島
添
大
里
按
司
の
築
城
と
さ

れ
、明
と
の
貿
易
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。

　
琉
球
石
灰
岩
の
台
地
に
東
西
約
２
０
０
㍍
に
南
北
約
１
０

０
㍍
の
形
状
。標
高
１
５
０ｍ
の
天
空
の
グ
ス
ク
内
の
正
殿
跡

か
ら
の
眺
め
は
、北
は
勝
連
半
島
、中
城
、東
南
の
眼
下
に
佐

敷
グ
ス
ク
を
見
下
ろ
し
、北
西
に
は
首
里
城
、南
に
は
大
里
大

城
城
跡
、一
大
パ
ノ
ラ
マ
の
眺
望
で
あ
る
。

　
グ
ス
ク
北
側
の
台
地
の
正
殿
跡
は
岸
壁
を
背
に
し
て
１
の

郭
か
ら
２
の
郭
、３
の
郭
へ
と
つ
な
が
り
、自
然
の
地
形
を
生

か
し
、南
部
有
数
の
規
模
を
誇
る
。

　
グ
ス
ク
に
南
接
し
て
一
体
と
な
っ
た
西
原
。東
南
の
眼
下

に
は
中
城
湾
を
望
む
佐
敷
グ
ス
ク
が
あ
り
、第一尚
氏
発
祥
の

地
と
さ
れ
、尚
巴
志
と
父
思
紹
の
居
城
が
あ
っ
た
。島
添
大
里

按
司
は
尚
巴
志
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
落
城
、そ
の
勢
力
圏
に

入
っ
た
。

　
１
４
０
６
年
、２
人
は
察
度
王
統
の
中
山
を
滅
ぼ
し
思
紹

は
中
山
王
に
即
位
し
、尚
巴
志
は
首
里
城
を
攻
略
し
王
に
即

位
、三
山
を
統
一
す
る
。

　
島
添
大
里
グ
ス
ク
の
頂
部
に
立
つ
と
、北
西
方
向
に
は
ほ
ぼ

同
じ
視
高
に
見
え
る
首
里
城
を
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
島
添
按
司
が
大
城
按
司
を
滅
ぼ
す
と
、敗
れ
た
側
の
若
按

司
が
佐
敷
按
司
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
島
添
按
司
の
汪
英
紫
を

滅
ぼ
し
た
と
さ
れ
る
が
謎
も
多
い
。

　
佐
敷
の
尚
巴
志
が
天
空
の
島
添
グ
ス
ク
に
居
城
す
れ
ば
、

首
里
か
ら
南
部
一
帯
、北
は
勝
連
半
島
ま
で
視
界
に
入
る
。

人
格
者
と
伝
わ
る
尚
巴
志
は
、周
辺
の
島
の
按
司
た
ち
の
小

競
り
合
い
で
、民
が
犠
牲
に
な
る
？
こ
と
を
憂
う
と
と
も
に
、

統
一
欲
も
膨
ら
ん
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
尚
巴
志
の
三
山
統
一
の
足
掛
か
り
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
島

添
大
里
グ
ス
ク
の
ウ
テ
ン
チ
ヂ
の
頂
部
に
立
つ
と
さ
ら
に
実

感
が
増
す
。グ
ス
ク
に
南
接
す
る
西
原
集
落
と
の
間
に
は
、石

の
階
段
を
下
り
た
位
置
に
、井
泉
の
チ
チ
ン
ガ
ー
が
あ
り
、水

に
も
恵
ま
れ
て
い
る
。西
の
郭
に
あ
る「
カ
ニマ
ン
御
嶽
」は
円

筒
形
の
石
造
り
の
頂
部
に
宝
珠
が
載
る
。カ
ニマ
ン
の
カ
ニ
は

金
で
あ
り
、マ
ン
は
満
で
あ
り
、中
山
王
と
な
る
察
度
王
の
義

兄
弟
？
の
泰
期
は
金
満
と
も
呼
ば
れ
た
そ
う
だ
。

　
琉
球
で
は
鉄
、金
銀
は
ヤ
マ
ト
か
ら
も
輸
入
、察
度
王
は

貿
易
港
で
も
あ
る
牧
港
の
貯
蔵
庫
で
蓄
え
、泰
期
は
鉄
で
農

具
を
生
産
し
た
の
で
、農
民
の
生
産
性
も
向
上
し
て
恵
み
を

受
け
た
。富
を
得
て
王
の
命
で
泰
期
は
初
の
進
貢
使
と
な
り

明
に
渡
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
グ
ス
ク
に
南
接
す
る
隣
り
合
わ
せ
の
天
空
の
集
落
西
原
の

路
地
に
足
を
踏
み
入
れ
て
み
た
。初
春
の
澄
み
切
っ
た
空
気

が
遠
景
を
近
く
に
見
せ
て
い
る
。年
始
に
拝
所
で
祈
願
を
さ

さ
げ
る
人
に
ひ
と
声
を
か
け
て
、石
積
み
の
路
地
を
歩
き
回

る
。石
垣
越
し
に
敷
地
内
を
覗
き
な
が
ら
、緑
豊
か
な
民
家

を
見
て
回
り
、お
の
お
の
の
敷
地
の
広
さ
に
目
を
見
張
る
。集

落
の
南
西
に
あ
る
古
い
石
垣
に
囲
ま
れ
た
民
家
の
庭
に
中
年

男
性
の
姿
が
見
え
た
の
で
入
っ
て
い
く
。佐
敷
の
新
里
の
門

中
と
の
こ
と
、先
祖
は
尚
巴
志
と
共
に
グ
ス
ク
の
側
の
集
落

に
移
住
し
た
の
だ
ろ
う
。元
々
の
島
添
大
里
グ
ス
ク
の
シ
マ
ン

チ
ュ
と
混
在
し
て
い
る
の
か
と
思
う
と
心
が
躍
る
。「
３
年
ほ

ど
前
の
首
里
城
の
火
災
は
こ
こ
か
ら
見
え
た
」と
首
里
城
を

指
さ
し
た
。

　
三
山
時
代
に
も
グ
ス
ク
の
石
垣
は
次
々
と
持
ち
去
ら
れ
、

沖
縄
戦
で
も
持
ち
去
ら
れ
た
。琉
球
の
石
造
文
化
は
場
所
を

移
動
す
る
合
理
性
で
も
あ
る
。
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〒900-0015  那覇市久茂地1-7-1  
                           琉球リース総合ビル6F

TEL 098-970-6890　FAX 098-866-9834 

不慮の事故による死亡・高度障害のとき
〈死亡・高度障害保険金+災害保険金〉
死亡・高度障害のとき
〈死亡・高度障害保険金〉

事故通院見舞金
病気入院見舞金
結婚・出産・70歳満了祝金

５,000円
3,000円
10,000円6 大生活習慣病で 1日以上入院したとき

〈6大生活習慣病入院一時金〉
※記載内容は「生命共済制度」の一部を記載したものです。ご加入・給付にあたっては、パンフレット・重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

TEL 098-862-5084　FAX 098-862-5089

那覇商工会議所

●入院給付金付災害割増特約 ・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付定期保険（団体型）
●那覇商工会議所独自の給付制度（見舞金・祝金制度）

生命共済生命共済

那覇商工会議所

保障内容例 那覇商工会議所独自の見舞金・祝金制度
１口コース月額掛金
15~55歳の場合
男女とも 750円

250万円
50万円
1万円（１年に１回限度）

〒900-0015 那覇市久茂地 1-7-1
〒900-0015 那覇市久茂地 2-8-1 JEI 那覇ビル 5F

【企画業務部 共済担当】 アクサ生命保険（株） 沖縄支社 那覇営業所
【定期保険（団体型）引受保険会社】

病院に5日間
通って完治

結婚祝金を利用
（通信：30歳）

社員への祝金として活用できた！

「事故通院見舞金」5,000円が給付！

ガン入院一時金・ガン先進医療一時金も保障！

お問合わせ先

入
加
口
１
済
共
命
生
　所
議
会
工
商
覇
那

例
事
用
活

加入者の声

式や新生活に向
けた準備に、あり
がたかったです！

「結婚祝金」１万円
「出産祝金」１万円

が給付されました

1

社員の福利厚生として
那覇商工会議所
生命共済へ加入

社員がめでたく
結婚＆出産！

福利厚生として活用できる「結婚・出産祝金」も充実!

那覇商工会議所 
生命共済に1口加入
していたので

2

3

が給付されました「ガン入院一時金」 2 万円
「ガン先進医療一時金」 5 万円

業務時間外のケガも含め、365日24時間保障！

ガンで一日以上入院し、
ガンの先進医療を受けた

那覇商工会議所 
生命共済に1口加入
していたので

那覇商工会議所 
生命共済に1口加入
していたので

加入

休日のサイクリング中に
ケガをしてしまった！

琉球リース総合ビル 6F

生命共済

https://nahacci.com
那覇商工会議所

今月
の表
紙

壺屋やちむん通り
昔、沖縄を想う焼物の里

　壺屋とは、沖縄の焼物（やちむん）のふるさとです。1682年に各地
に点在していた窯場が一つに集められ、琉球王府主導のもとこの地
に焼物の村が誕生したのです。しかし時代とともに住宅密集地となっ
てしまい、1970年代にはこれまで盛んに焼かれていた「登り窯」の煙
が公害とされ、全面使用禁止に。そこから壺屋ではガス窯などへの転
向し、今も尚、壺屋焼を受け継ぎ、歴史を継承し、やちむんファンに愛
され続けております。
　そんな、やちむんに沖縄で一番出会える場所は、「壺屋やちむん通
り」です。通りには琉球石灰岩が約400mにわたり敷き詰められ、陶
芸工房や直売店、ギャラリーが20件ほど軒を連ねています。ショッピ
ングだけでなく、那覇市立壺屋焼物博物館や登り南ヌ窯など見どこ
ろもいっぱい。風情ある街並散策も楽しめます。

所在地▶〒902-0065 沖縄県那覇市壺屋　付近

3・4月スケジュール 2月事務局日誌

地域職域連携推進会議

うちなー健康企業会　第３回定例会＆セミナー
沖縄日本香港協会　春節ランチョンセミナー

正副会頭会議

販促セミナー

わったー那覇めしグランプリ

第3回幹事会那覇市地球温暖化対策協議会

経済団体会議　幹事会

那覇商工会議所 常議員会・通常議員総会

大那覇空港シンポジウム
経済団体会議

情報処理技術者試験

正副会頭会議

経済団体会議　幹事会

3月7日（火）

3月10日（金）

3月15日（水）

3月16日（木）

3月18日（土）

3月20日（月）

3月22日（水）

3月24日（金）

3月27日（月）

春の特別講演会　朝原宣治氏
「心のバトンパス　
～チームワークとコミュニケーションの重要性～」

九州商工会議所連合会　専務理事会

オンライン共済フォーラム 
上手な企業の福利厚生準備方法について

【講演】なは創業サポートセンター
沖縄県プラットフォーム推進協議会

第227回珠算検定試験

マル経審査会

正副会頭会議

金融部会、観光・サービス部会、文化・情報
部会、建設部会
オンライン共済フォーラム 
上手な企業の福利厚生準備方法について

貿易部会、工業部会、小売部会、卸売部会
第2回 令和5年度 三役予定者会議（青年部）

初めての資産形成オンラインセミナー

交通・運輸部会
第111回九州商工会議所女性会連合会役員会

会議 : 会員大会（青年部、県連）

永年勤続優良従業員表彰式
経営者講演会「M＆Aはじめの一歩」

第163回簿記検定試験

2月3日（金）

2月9日（木）

2月10日（金）

2月12日（日）

2月14日（火）

2月15日（水）

2月16日（木）

2月20日（月）

2月21日（火）

2月22日（水）

2月23日（木）

2月24日（金）

2月26日（日）

4月5日（水）

4月16日（日）

4月19日（水）

4月26日（水）
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海外展開ハンズオン支援のご案内

※ 現地同行については、所定の審査があります。同行時の通訳・車両手配は中小機構が実施し、費用を負担します。企業側メ
ンバーの往復航空券、ホテル宿泊費等はご負担いただきます.2022年5月1日現在、新型コロナウイルス感染拡大の影響を鑑
み、支援企業及び関係者の健康・安全面を第一に考慮し、現地同行に関しては当面見合わせています。

独立行政法人中小企業基盤整備機構 沖縄事務所
Tel：098-859-7566
https://www.smrj.go.jp/regional_hq/okinawa/index.html

お申込みは
こちら

御社の海外輸出、
お手伝いします！

お気軽に
お問い合わせ
ください！

海外は全くの素人。
何から始めたらいいの？

海外向けホームページ
を制作したいけど…

どの国なら進出
しやすいのだろう…？

現地の税務、法令、規制

について知りたい！

輸出の実務で
気を付けるポイントは？

¥0 無料で何度でも
利用OK 対面、電話、メール、

オンラインでご相談対応

現地の情報、リスク管理、戦略や計画の策定・・・さまざまな疑問にお答えします

ノウハウ伝授に留まらず、企業の自立・成長を目指してサポート

計画の策定から、現地への同行※、アフターフォローまでトータルでお手伝い

Webマッチング、オンライン商談会、越境ECなどもご利用いただけます

ぜひ中小機構にご相談ください！
経営目線で、ベストな解決方法をご提案

新規輸出１万者支援
プログラム始動！
新規輸出１万者支援
プログラム始動！
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（毎月1回15日発行）

壺屋やちむん通り
今月のカバー

24pにて店舗紹介しています。
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永年勤続優良従業員
表彰式を開催!

特集


